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０.はじめに 

鍋谷 美子 

いつのまにか８号になった夜回り準備会報告書です。東日本大震災、それに続く原発事故から、

２年が経とうとする 2013 年早春、社会の情勢はどうなっているかというと、ますます悪化してい

るように思えてなりません。 

今回の報告書の中では、夜回り準備会の活動の中でこの 1 年に起こったできごとをまとめた『1.

一年を振り返って』／野宿している人が医療にかかるための実際を扱った『2−1.（1）お金のない

人は医療を受けられない？』／さらに低所得者のための医療制度を網羅的に調べ、野宿している

人の健康についても扱う『（2）倒れたときにしか医者にかかれないの？』／『2−2. 神戸市と「ホ

ームレス」対策 その後』では、現在大きく変化している神戸市の対策・対応を取り上げていま

す。そして、世間で大きな話題になり、良くないかたちで注目を集めている、『2−3. 生活保護バ

ッシング』。今まさに、マスコミが流し続けたバッシングを受けて大きく制度が変えられようとし

ています。 

ほかにも、書ききれていないことがたくさんあるのですが、なか

なか、すべてを拾い上げられません。襲撃は変わらず続いています。

大阪で、野宿している人が殺されるという“最悪の事件”がまた起

こってしまっています。起こっていることに、活動も、筆も追いつ

かない感じです。 

 参加しているメンバーも、それぞれの進路に悩んだり、考えたり

することが続いています。これからも周りの人に助けられながら、

迷いながら、なんとか続いていく活動だと思います。報告書が、現

在の路上とそれを取り巻く状況をみなさんと共有し、一緒に考えら

れる場になればと思います。

表紙解説：夜回りセット 

＊夜回りに持って行っているセットです。全部かごに入れて、さらにポットを持って歩くの

で、けっこう大荷物。メンバーの年代もバラバラなので通行人が見ると「なんだこの人たち」

という感じ。 

＊冬は毛布も持って行っていて、必要な人には渡しています。夏にはカイロではなく蚊取り

線香を渡しています。ポットやコーヒー類は、お茶でも飲みながら「最近どうですか」と話

しやすくするために、また、冬にはちょっとでも暖まってもらおうということで持って行っ

ています。他のものそれぞれ（ビラ、おにぎり、パン、明かり（ランタン）、くすり）につ

いては p4『1-2 活動のこと (1)夜回り』に詳しく書いてあるのでそちらを参照してください。 

＊年に一度、年末には「下着セット」も渡しています。服はあらゴミで手に入れられること

もありますが、下着はなかなかありません。新年を気持ちよく迎えてもらおうということで、

助成金で購入して渡しています。（西野画） 
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○○○○初初初初めにめにめにめに    

この号では大まかにいって 2011年 7月頃から 2012

年 6月頃までの報告をするのですが、厳密ではありま

せん。きちんとした年次報告だと 4 月から 3 月にした

り、暦に合わせて 1月 1 日から 12月 31 日の期間に区

切ったりするのでしょうが。そう上手く事柄が暦に従

って起こるわけではないので、区切りは大まかなわけ

です。7 月になったのは、毎年 7月の「一斉夜回り」

（巻末用語：★１）に合わせたという面もあります。 

  

１１１１....全体全体全体全体のののの概要概要概要概要 

まず、この期間の夜回り・一斉夜回りの結果・数字

を以下にまとめます。人数は減ってはきていますが、

この報告書内に書いているように問題が解決したと

いうわけではありません。 

また、一斉夜回りの区別結果では中央区が圧倒的で

7 割以上を占めています。 

表 1：区別一斉夜回り結果(2012 年 7 月) 

区 
東

灘 
灘 

中

央 

兵

庫 

長

田 

須

磨 

垂

水 
北 西 

合

計 

人

数 
2222     5555     58585858    2222     2222     7777     1111     0000     0000     77777777    

 

表 2：夜回り参加人数と出会った人数 

(2011.7～2012.6) 

月日  参加者 訪問先 出会った人数 

7/9 13 45 8 

7/23 6 16 7 

8/13 5 16 7 

8/27 6 16 7 

9/10 4 20 8 

9/23 5 14 9 

10/8 4 17 11 

10/22 5 19 9 

11/12 4 16 9 

11/26 8 18 9 

12/10 6 17 7 

12/24 6 17 7 

1/14 4 15 7 

1/28 4 16 9 

2/11 8 17 8 

2/25 4 12 9 

3/10 4 18 6 

3/24 7 17 8 

4/14 4 17 8 

4/28 7 13 7 

5/12 5 13 8 

5/26 5 13 8 

6/9 6 12 8 

6/23 6 13 10 

 

１.一年を振り返って 

野々村 耀 
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 この期間にもやはりいろいろなことがありました。

東京ではスカイツリーの完成に合わせて周辺で野宿

している人の排除が行われたり、これまで続いてきた

炊き出しが、場所の使用が禁止されて継続できなくな

ったりしました。世界中で、オリンピックのような大

きなイベントがあると、それを口実に周囲の浄化が行

われています。監視、管理、排除がどんどん進行して

います。なぜなのか？これは一年の報告として扱える

範囲を超えた問題です。

しかし、この傾向は、ほ

とんどの人の生活にか

かわりながら、あまり真

面目に議論されていま

せん。不審者がいる、テ

ロリストがいる、監視せ

よ！そうだそうだ、といっている間に、誰もかれもが

監視され、妙に息苦しい暮らしになっているのではな

いでしょうか。真面目な議論が必要だと感じます。 

労働や生活が苦しくなれば、様々な形で人は傷つき、

健康を損ない、精神を病み、たまりたまった不満が暴

発しがちです。そして、そうした暴発があると、それ

を理由に、監視や管理がさらに強化されますが、根っ

こにある労働や生活の苦しさの原因は放置されてい

ます。原因を解決するのでなく、たたきやすい相手を

見つけて、バッシングするということが行われた時期

でもありました。※23p『2-3.生活保護バッシング』

参照 

 

２２２２....活動活動活動活動のことのことのことのこと    

私たち夜回り準備会が続けているのは（１）夜回り

（２）病院訪問（３）ミーティング（４）その他です。 

「夜回り」、「病院訪問」といってもどういうことを

しているか具体的にはピンとこないかもしれないの

で、その様子を少し紹介します。夜回りや病院訪問を

していると、いろいろな課題が出てきます。その他と

いうのは、そういう課題を解決するために行うことで

す。また、ほかのグループと共同で、一斉夜回りをし

たり、「神戸冬の家」（★２）に参加したりしました。 

 

（（（（1111））））夜回夜回夜回夜回りりりり     

夜回りする範囲範囲範囲範囲 私たちは、神戸市の灘区・東灘区

(たまに芦屋まで足を延ばしたこともあります）の海に

近い地域で野宿している人を訪問しています。以前は

少し山側(神戸では、市街地は六甲山と瀬戸内海の間に

横たわっているので、北を山側、南を海側といいます）

にも野宿している人がいたのですが、行政は公園など

を住めないように作り替えてきました。たとえば、公

園のベンチに横になれないような仕切りを付け、歩道

橋の階段の下のような雨をしのぎ、横になれる場所を

金網で囲んで入れなくし、植木などを抜き去って物陰

をなくし、無機的な公園に作り替えています。今では、

テントを張ったりして野宿できるのはほとんど川の

縁や海に近い場所だけになりました。 

 

夜回りする日日日日とととと準備準備準備準備    毎月第 2第 4土曜の夜に夜回

りしています。夕方 6時に集合し、湯を沸かしてポッ

トに入れ、かごに持っていくものを準備します。紙コ

ップ、コーヒーや紅茶、いくつかのチラシや、筆談す

る時のための筆記用具、何かの折に、連絡してもらう

ためのテレホンカード（携帯電話が普及して公衆電話

がすっかり姿を消したので、あまり役に立たなくなっ

てきた）等を準備します。おにぎりやパンを準備した

り、小さなファイルにいろいろなビラビラビラビラ を入れます。 

カトリックの社会活動神戸センター（★３）は炊き出

しや相談活動、シャワーや洗濯

等のサービスをしているので、

そのような情報（地図や日程）

を書いたビラ、神戸の冬を支え

る会（★４）のビラ。神戸市の

施設を紹介するビラ、追い立て

にあったらどうするか書いたビ

ラなどです。 

 

 第 4 土曜にはおにぎりおにぎりおにぎりおにぎりを届けてきました。夜回りに

は参加できないけれどという方に作ってもらった、温

かいおにぎりです。昨年の冬の間は歳末助け合いの義

援金でパンを届けることができました。義援金は 3月

までなので 4月からは、メンバーでお金を出し合って



6 
 

第 2土曜にもパンを届けることになりました。 

 

 コースコースコースコース分分分分けけけけ    持っていくものの準備ができたら、そ

の日の参加者の人数と運転できる人の数と、使える車

があるかどうか考えてコースわけをします。かなり広

い範囲を回るので、徒歩では回りきれません。 

 といっても、最近は訪問先も少なくなり、参加者も

少なくなってきたので、車二台で、２コースが普通で

す。運転できる人が一人だったり、車が一台だけの場

合、バイクでもう一コースを回ります。 

 

 打打打打ちちちち合合合合わせわせわせわせ～～～～出発出発出発出発    コース分けの後、出発前のミー

ティングをします。前回の夜回りの記録を見ながら、

気をつけるべきことがないか確認します。前回の夜回

りで約束したこと（例えば、毛布や衣類や何かの情報

を届けること）、体調の気になる方、生活がしんどく

なった方、襲撃や追いたてのこと等の確認です。また、

「どこどこに寝ている人がいはるらしい」「荷物を見

かけた」といった報告があればその場所もコースに加

えます。その日に配るビラの内容も確認し、荷物を積

み込んで出発します。 

 

明明明明かりかりかりかり    夜回りを始めた

頃には、暗いところにも行く

ので懐中電灯を持参しまし

た。しかし、懐中電灯を向け

られるのは、誰でも嫌なもの

です。それは、照らす人と照

らされる人がくっきりと対

立するからだと気が付きました。それからは懐中電灯

ではなく、ランタンを持っていくことにしました。ラ

ンタンだとお互いが照らされるからです。 

  

声声声声かかかかけけけけ    訪問先につくと、「こんばんは、ＹＷＣＡ

の夜回りです」と声をかけますが、テントの人、車の

中で暮らしている人、小屋に住んでいる人、ベンチで

横になっている人など、住み方はいろいろです。だか

ら、声のかけ方もいろいろになります。お元気です

か？変わったことはありませんか？体の具合は大丈

夫？飯は食えてますか？ 誰かから追い立てられて

い ま せ ん か ？ 

仕事の具合は？ 

子供や若者が襲

撃に来ることは

ありませんか？

といったことを

聞いたりしますが、最初に、温かいコーヒーでもいか

がですか？と飲み物を薦め、雑談の合間にきくわけで

す。来てほしいといわれたわけでなく、私たちが気に

なるから、お邪魔しているわけですから、よかったら

話してくださいというたずね方になります。中には毎

回、想像もつかないような面白い話を準備していてく

ださる方もいます。魚釣り好きな人、将棋の先生、写

経に励んでいる人、美術に興味のある人…若かった頃

のとび職の話、あの道路・建築は俺が作った、等とい

った思い出ばなし。私たちが知らないことをいろいろ

聞けるのも、楽しみの一つです。 

しかし、初めて会う人に声をかけるのには、いつも

難しさを感じます。声をかけられて、良かったと思っ

てもらえればいいのですが、野宿しているわけでない

人は、俺をそんな風に見ているのかと、腹を立てられ

ることもありますし、野宿していても、そう見られた

くないから、違うといわれる場合もあります。いきな

り声をかけられて、襲われるかと思う人、私たちが「こ

こにいてはいけない」と追いたてに来たかと誤解され

ることもあります。うまいこと言って利用しようとす

る「貧困ビジネス」（★５）ではないかと疑われるこ

ともあります。いずれにせよ、私たちがその人を「野

宿しているのかな」と思ったわけですから、それ自体

愉快なことではないだろうと思います。それでも、気

になって声をかけるわけです。女性の場合、男の人に

声をかけられることだけでも恐ろしいだろうと思い

ます。 

 

 ロールプレイロールプレイロールプレイロールプレイ（（（（見下見下見下見下ろさないろさないろさないろさない））））        

最近はめったにしていな

いのですが、新しいメン

バーと時々ロールプレイ

をします。一人が、自分

がベンチ等で横になって
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いると想像して、目をつぶって横になります。周りを

ほかの人が立ったまま取り囲んで、「こんばんは」と

声をかけます。目を開けて、自分を見下ろしている人

に囲まれているのに気が付くと、ものすごい威圧感を

感じます。恐怖感といってもいいでしょう。チャンス

があったらやってみてください。一方的に訪ねていく、

ということは、そういうことをしてもいることだと思

います。何とか一方的な関係にならないように、同じ

目の高さで話したいと思っています。 

 

そんな話の中で、襲撃されたとか、今いる場所から

出ていけと言われているとか、この頃収入がなくて暮

らしていけない、体調が悪い、等という場合、できる

だけ一緒に、どうすれば解決できるか相談します。 

 

くくくくすりすりすりすり 類を一応持って

いっています。しかし「体

調が悪い」というときには

基本的に医療へつなげる

ようにしているのであま

り使っていません。それが重い病気のひとつの症状だ

ったとしたら、薬を渡しても何の解決にもならないし、

むしろ病気の進行を助けてしまうこともあるからで

す。使うのは「今、必要」というときくらいで、その

ときにも最低限のみ渡して「病院に行きましょう」と

いう風にしています。 

救急車を呼ぶこともありますが、もう少し様子を見

たいという人もいます。私たちの夜回りは土曜なので、

あくる日は日曜でふつう病院は休みです。月曜の午後

に神戸市立の「更生援護相談所」（★６）に行けば嘱

託医に診てもらえることを伝えたり、昼間にもう一度

訪問してゆっくり話したりします。※p11『2-1.医療と

健康にまつわること』参照 

 

相談相談相談相談    いろいろな理由で、もうやっていけないから、

生活保護を受けたいという相談を受けることもあり

ます。神戸市は長い間、「福祉事務所長委任規則」（★

７）によって、福祉事務所には「ホームレス」（以前

は「住所不定者」といっていた）に関しては生活保護

を開始する権限はないとして、生活保護申請を受け付

けませんでした。それで、何とかして（敷金なしでも

貸してもらえるアパートに入って＝それでも、最初の

月の家賃や不動産屋の手数料など１０万円ほどの初

期費用を立て替えて）アパートに住んでいる、すなわ

ち「ホームレス」ではないという形を整えて、保護申

請をしてきました。しかし今は、神戸の冬を支える会

が兵庫県から委託されている「きずな再生事業」を利

用して居場所を確保して、保護申請できています。た

だし、この事業がいつま

で続くかは疑問です。※

p19『2-2.神戸市と「ホ

ームレス」対策 その

後』参照 

  

 9 時くらいに戻ってきて、記録を作り、その夜のこ

とを報告しあいます。誰かさんに、何かを届ける約束

をした、とか、一緒に福祉事務所に行くことになった

とか、フォローするべきことと誰が担当するかを確認

し、片付けをして終了です。 

 

（（（（2222））））病院訪問病院訪問病院訪問病院訪問     

 毎週木曜日の午後、野宿している人が入院している

病院を訪問しています。お見舞いですが、「退院後の

心配をすることはない」「ちゃんと治るまで治療しよ

う」と伝える意味もあります。 

 野宿している人が病気になった場合、急病であれば、

救急車を呼ぶことができれば救急搬送されます。病状

が重篤であれば、入院ということになります。以前は

神戸市が準備した行旅セット（寝巻きや下着、湯飲み

歯ブラシ等）が届くまで、患者さんが不自由すること

が多かったのですが、最近は、病院で寝巻き等を貸し

てもらえる（有料）よう

です。しかし、退院後ど

うなるか不安だったり、

治療に不安を感じたりし

て…治りきらないうちに

自己退院したり、飲酒し

て強制退院になったり、

ということがあります。
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それで、私たちが知っている人が入院したり別の夜回

りグループから「○○さんが入院しはった」という連

絡があると、その人もお見舞いします。また、入院し

ている人や病院関係者から「あの人も帰る家がないか

ら、話をしてみたら」と紹介されることもあります。 

 退院後のことなどについて、「退院後生活保護を受

けたい場合、敷金を申請してアパート等で生活するこ

とができること。部屋探しなどを手伝うこと。一人暮

らしが心配なら、施設で暮らすこともできること。ケ

ースワーカーや福祉事務所との相談がうまくいかな

い場合、一緒に相談に行きます」等を書いたビラを渡

しています。 

 生活保護法に関する厚労省の通達では、退院時に帰

る家がない人にはアパートを借りるための敷金を出

すことができるのですが、「敷金は出ません」という

ケースワーカー（★８）もいます。そういう場合に、

一緒に福祉事務所にいって説明を求めると、出ること

になったりします。前回の報告書にも書きましたが、

最近は部屋を借りるためのネックは、保証会社（★９）

の保証を付けるように求められることです。保証会社

の審査を通らないと、部屋を借りられないというケー

スがあります。また病院の中で、初めてあった人に、

部屋探しなどを手伝いますといったときに、貧困ビジ

ネスではないかと疑われることがありました。夜回り

のときもそうですが、自分たちが何をしているかをう

まく紹介するのは、なかなか難しいことです。 

   

（（（（3333））））ミーティミーティミーティミーティングングングング        

毎月一度第３土曜の夜は、話

し合いにあてています。一か月

の間にあったことを確認し、こ

れからの予定などを打ち合わせ

ます。どうしても、具体的な活

動が中心になり、なぜ今夜回り

などをするのか、といった基本

的なことについて理解を共有することがおろそかに

なりがちです。また、国のホームレス対策や、生活保

護の在り方、神戸市の施策や施設の現状などについて

の認識も、ばらばらだとうまくいきません（困ってい

る人にうまく説明できません）。機会を見つけて映像

を見たり、読書会をしたりしたいのですが、事務的な

ことに追われて、不十分にしかできていません。 

 

（（（（4444））））そのそのそのその他他他他     

夜回りの最中にはできないこと、病院の中では片付

かないことをフォローするのを昼回りと呼んだりし

ています。生活保護申請のために福祉事務所に行く、

体調の悪い人が医療を受ける手伝い。行政による追い

たてがあった時、本当に移動が必要か確認したり、丁

寧に相談に応じているか、適切な代替措置を準備して

いるか、国際人権規約を守っているか、といった観点

で、神戸市と話し合い、強制排除がないようにする。

襲撃に関しては、小中高生による場合が多いので、教

育委員会の人権教育課と話し合いをしています。 

 

３３３３....気気気気になったできごとになったできごとになったできごとになったできごと    

今回は、その中で医療と襲撃に関して気になった事

例をいくつか報告します。 

 

            医療医療医療医療にににに関関関関してしてしてして                 

＊瀬田瀬田瀬田瀬田1111さんのさんのさんのさんの場合場合場合場合     

「瀬田さんが仕事中に倒れ

て、救急車でＳ病院に運ばれ

た」という電話がありました。

病院に行き、まずＭＳＷ（★１

１）のＸさんに会って事情を話

し、一緒に救急処置室に行きかけたところ、廊下で瀬

田さんを見かけました。頭に白いネットをかぶってい

ました。付き添っている看護師さんが「これから会計

をして、帰宅してもらいます」というので、「案外軽

かったんだ」とほっとしました。会計といっても、所

持金はないので、「行旅扱い（※11p「お金のない人

は医療を受けられない？」参照）にして欲しい。薬は

院内処方（★１２）にして、支払なしにして欲しい」、

と頼みました。ＭＳＷが手続きをしに行ったので、ロ

                                                 
1 報告に登場する名前は全て仮名にしています。 
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ビーの椅子に並んで待っていました。しばらく待って

いる間に、手に持っていた携帯電話が床に落ちたので、

瀬田さんは拾おうとうつむいたのですが、手が震えて

拾えない様子です。どうしたのかなと思っていると、

急に反り返って、硬直し、痙攣し、意識がなくなって

しまいました。椅子から落ちそうなので、抱きかかえ

て支えようとしたが、すごい力で突っ張っているので

どうしていいかわからな

い。受付の人が気が付いて、

看護師を呼び、ストレッチ

ャーに乗せて、再度救急処

置室に戻りました。処置室

の外で待っていると、医事

課の人が来て、福祉事務所に断られた(お金を持ってい

るかもしれないから、行旅扱いはすぐにはできない)、

というので、テント生活をしていて、健康保険もお金

も持っていないと説明しました。そのあと処置室に入

って２時間ほど付き添いました。血圧や脈拍を表示す

る機械が、時々ピーと音をたて、黄色い光が点滅して

います。 

 脳外科のお医者さんに「これですることはすんだか

ら、帰ってください。医療としては、いますることは

ない。脳に異常は見つかっていない。肝臓もよくない

し、不整脈もある、古い骨折の後も痛むらしいから、

通院して調べてもらってください」といわれたので、

保険もないから通院はできないので、もう少し様子を

見てほしい、テントの中でまた発作がおこって、意識

を失ったらそれっきりになるかもしれない、といった

のですが、医師は「社会的なことは関係ない」という

だけでした。医者と議論しても、帰るように言うだけ

なので、ＭＳＷを呼んでもらい、帰ってから野宿状態

で発作が起きると心配だと話し、調整してもらった。

最終的には、今夜は、緊急の入院とし、

明日、福祉事務所に連絡し、行く先が

見つかればそっちに行ってもらう。今

夜はとりあえずそうして、明日また打

ち合わせることになりました。（帰る

ように言われたとき、瀬田さんは、電

車で帰る、というので、「テントで意

識がなくなったらどうなるかわからな

いから、やめたほうがいい」と勧めました。短期間で

も入院できると、その先が進めやすいのですが。一人

暮らしはこういう時に不安です。それは野宿でなくて

も、どんな豪邸に住んでいても一人だと、意識がなく

なったら同じです。まして、安心できる住まいがなく、

保護申請もできない、通院もできない、という状態は、

過酷です。） 

翌日、福祉事務所から面接に来ましたが、その日は

金曜だったので、土日は入院を続け、週明けに更生セ

ンターに行くか、転院先を探すことになりました。転

院しても、一か月以内で退院になるが、その間に、そ

の後について決めよう、ということになりました。瀬

田さん自身も、これまで、やれる間は頑張ろうと思っ

てきたが、今回は保護を受けたいと思うようになりま

した。 

自分のテントのあるところの近くに３万円くらい

のアパートがあるので、そこで保護を受けたいと考え

ているとのことでした。とりあえず、すぐに帰らされ

ることはないようなので、一安心です。 

 その後転院先が決まり、治療を続け、３か月ほどで

退院となり、アパートで生活を始めました。今回のこ

とで、最も心配だったのは、たった一人テントの中で

意識を失ったら、ということでした。それは、野宿し

ていなくてもおなじですが、帰ってよろしいといわれ

てから、発作が起こったのですから、またいつ起こる

かわからないのです。それでも帰りなさいといわれた

とき、今の医療の仕組みは、住まいや、家族のない人

に対して過酷だと思いました。  

 後になって、わかったのは、瀬田さんは、あらゴミ

集めをしている最中に意識を失って、倒れ、骨折した

り、頭を打ったりしたのです。一緒にあらゴミ集めを

している仲間が、救急車を呼んでくれたそうです。し

かし、最初の病院は、救急の検査と対応をし、

何か所も骨折があり、内臓にもいろいろ悪いと

ころがあることを知っていたが「帰ってくださ

い、後は通院で見てもらいなさい」といいまし

た。理解しがたいことです。  

 最近は、以前と比べて入院期間が短くなりま

した。期間が長くなると、病院に入る医療費が

下がるので、病院は早く出すしかないらしいの
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です。そういうシステムの過酷さは、とりわけ、立場

の弱い人に強く影響します。みんなで考えてほしいと

思います。 

  

＊山本山本山本山本さんのさんのさんのさんの場合場合場合場合     

別の夜回りグループから山

本さんが入院していると知ら

されて、訪問することになりま

した。最初のころは、退院した

ら生活保護を受けてアパート

で暮らしたいという希望だっ

たので、その時は部屋探しを手

伝うと約束していました。しか

し入院中に徐々に足腰が弱っていくようで、歩いてト

イレに行くのも不自由になり、歩行器につかまって、

やっと歩くような具合になっていきました。あるとき、

私たちが退院後の住まい探しを手伝っていることを、

病院も知っているので、山本さんのアパートを探して

ほしい、と言われました。病状としては「治っている」

ので、間もなく退院になるとのことでした。しかし、

歩けない状態では買い物もできないから、アパート暮

らしもできないだろうと思い、病院にも福祉事務所に

も、歩けるようになるまで入院できないか相談したの

ですが、病院としてはこれ以上はおいておけないとの

ことでした。福祉事務所の担当者が、更生センターに

入所できないかと相談したのですが、更生センターに

はエレベータはなく、食事のたびに３階の居室から１

階の食堂に階段で昇降しなければならないので無理

でした。福祉事務所が病院に掛け合ったが、やはり退

院してもらいたいとのことでした。 

ケースワーカーに何とかしてほしいと頼むしかあ

りません。その後、病院が転院先を探してくれ、一か

月だけ入院できることになりました。そこを退院する

前に、福祉事務所のケースワーカーが姫路の養護老人

ホームを探してくれ、本人も下見に連れて行ってもら

って、気に入りました。一か月の期限が来たので、ま

た別の病院に移って待機し、そのあと老人ホーム入所

になり、ほっとしました。 結果はよかったのですが、

病んでいる人が転々と居場所を動かされるのは優し

くない仕打ちに思えます。 

  

         襲撃襲撃襲撃襲撃にににに関関関関してしてしてして             

この間にも、名倉さんと堺さんのところに繰り返し

て襲撃がありました。それに関して、近隣の学校や、

神戸市の教育委員会に話しに行きました。一度新聞に

も取り上げられましたが、マスコミは誰かが殺された

というようなときには、大きく取り上げ、書きたてま

すが、普段はほとんど無視しています。 

言葉というのは、奇妙なものです。学校で子供がほ

かの子供の仕打につらい思いをし、自殺したりすると、

学校は「いじめだと思わなかった」と言い訳します。

野宿している人にひどいことをしても「襲撃ではない、

いたずらだった」などと、言われることがよくありま

す。「いじめ」とか「襲撃」という言葉を付けなけれ

ば、同じことをしても許されるかのようです。 

 

＊名倉名倉名倉名倉さんさんさんさんのののの場合場合場合場合     

 名倉さんはある川沿いのガード下に住んでいます。

いつも上を通る電車の騒音に悩まされていますが、ほ

かの場所と比べるといくらか広いので、名倉さんは、

アルミの缶やフライパ

ンなどを回収し、寄せ屋

（★１３）さんに売って

暮らしています。 

 そこに、しばしば中学

生くらいの子供が数人

から１０人くらいでや

ってきて、名倉さんに向

かって石を投げたり、集めてあるフライパンや鍋を投

げつけたりします。また留守の間に誰かがやってきて

寒さから身を守る布団（吹きっさらしの川辺では、寒

さは比喩でなく命にかかわります）、干してある洗濯

もの、蓄えてある米や調味料などを持ち去ったり、川

に投げ込んだりするのです。名倉さんが何日もそこに

いなかったときに、そこでぼやがありました。誰かは

わかりませんがだれかが火をつけたのです。名倉さん

の話では「来るときは、何日も繰り返してやってくる」

とのこと。投石が続いたときはヘルメットをかぶって

頭を守ったこともあったそうです。 
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＊堺堺堺堺さんさんさんさんのののの場合場合場合場合  

広い駐車場と空地の間に、幅

４メートルほどの空き地があり、

そこにテント小屋を建てて暮ら

しています。以前は片側はブロ

ック塀、片側は植え込みにさえ

ぎられて、外からは見えない空間でしたから、テント

小屋がいくつかあり、数人のひとが住んでいました。

最近は２人が暮らしています。2011 年末から、近く

の子供たちが悪さをしに来るようになりました。ブロ

ック塀の上から、鉄の棒でテントを突き刺したり、石

を投げつけたり、「ルンペン出ていけ」とはやし立て

たりということが繰り返されました。ここでも隣の空

き地で不審火がありました。この件に関しては、堺さ

んと一緒に教育委員会に申し入れに行き、堺さん自身

が実情を話しました。それを受けて教育委員会が地域

の学校に連絡し、校長が全校生に話をしたところ、投

石などを見たという子供の指摘があったりして、その

後襲撃は止まっているようです。 

 

 多くの場合、中学生や高校生、

時には小学生がこういう襲撃

を行います。まれに、自動車に

乗って、野宿している人に生卵

を投げつけて回る青年がいたり、その中で人が寝てい

る段ボールに火の付いたたばこを投げ込んだり、人が

寝ているテントに火をつける大人もいますが、ほとん

どの場合襲撃するのは若い男の子です。 

 私たちが耳にするのも、小中高生なので、地域の学

校や教育委員会にこういうことが起こらないような

取り組みをしてほしいと訴えに行きます。その時の反

応は、学校は命を大切にする教育をしている、そうい

うことをしないように指導している、事件があったら

すぐに知らせてほしい、といったものですが、わたし

たちが「具体的に、野宿している人に関して、どのよ

うな教育や、指導をしているのか」尋ねると、実際に

は何もありません。人権教育をしているといっても、

かなり抽象的なのではないか、と感じます。「いじめ

問題」は当然ですが、障がい者、ドメスティックバイ

オレンス、ネットのトラブルなどが人権教育のテーマ

になっているそうです。しかし「ホームレス」に関し

てはテーマにもなっていないとのことでした。ただ学

期末などには襲撃が増えるので、「そういうことがな

いように」という指導をしているようです。 

 私たちは、「指導する」というが、指導する先生が

実情を知らないで、リアルな指導ができるのか疑問を

感じています。野宿している人の生活、なぜ野宿する

ことになったか、どうして野宿から抜け出すのが困難

なのか、野宿している中での困難などを知っているか、

実際は何も知らないで、世間一般の人と同じ差別的な

目で見ながら、生徒を指導するとしたら、薄っぺらな

内容になるだろうと思います。そして、先生たちを指

導する教育委員会の人たちも、野宿している人の実情

を知っているわけではありません。私たちは、先生も

夜回りに参加して現実を見てほしい、先生が研修する

のを手伝いますと提案していますが、「教育者」は教

える立場なので、「教えられるのはいや」なのかなと

感じます。 

 ある学校に申し入れに

行ったとき、「ホームレス

の人権といっても、学校

では、権利の前に義務が

あると教えているのだか

ら」といわれたことがあ

ります。その言葉からは「ホームレスは納税などの義

務を果たしていないのだから、権利などといえないだ

ろう」という気持ちが感じられました。率直に言うと、

自分の学校の生徒が事件を起こさなければ、それでい

い、と思っているように感じることが多いのです。 

 ただ、昨年くらいから、学校内の「いじめ」に関し

て、厳しい目が注がれるようになり、いろいろな言い

わけが通りにくくなってきました。以前は、いじめら

れる子に（も）問題があるような言い方が多かったの

ですが、さすがにそれは減ってきました。野宿してい

る人への襲撃に関しても、襲撃するのはよくない、と

いう風になってきました。それでも、なぜ襲撃するの

か、なぜ「ホームレスなら（襲撃）してもいい」と思

うのか、その根底に何があるのか、について真剣に考

えられてはいないように思えます。 
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1. 1. 1. 1. 医療医療医療医療とととと健康健康健康健康にまつわることにまつわることにまつわることにまつわること    

(1)(1)(1)(1)おおおお金金金金のないのないのないのない人人人人はははは    

                    医療医療医療医療をををを受受受受けられないけられないけられないけられない？？？？        

臺臺臺臺    信一郎信一郎信一郎信一郎     

〇〇〇〇はじめにはじめにはじめにはじめに    

以前夜回りからの帰り

道、道路脇で倒れている

人がいました。60代ぐら

いの男性で、目立った外

傷はなかったのですが立

ち上がることができない

様子でした。「救急車を呼

びましょうか」と聞くと

「呼ばんでくれ」とのこ

と。話を聞くにつれて彼がお金の心配をして病院に行

くことを拒んでいることがわかりました。保険証がな

くて治療費を全額負担しなければならないが、とても

そんなに払えない。だから呼ばないでくれ、と。本人

が払えない場合はそれを代わりに行政が負担する制

度があるから、と言っても納得してくれません。 

更生センター(巻末用語：★６)の場所を伝えたとき、

地図をじっと見ていた様子を思い返して、どうするの

が良かったんだろうなあともやもやしました。ぼくが

「本人が払えない場合はそれを代わりに行政が負担

する制度がある」と言ったのは後述する「行旅病人及

行旅死亡人取扱法」を根拠にしているのですが、ぼく

自身その制度を含めた「本人が払えない場合の医療費

のしくみ」をきちんと理解しているわけではありませ

んでした。ここでは、この経験をもとにして救急車で

運ばれたり、入院することになったけれどお金が払え

ない、という「緊急緊急緊急緊急のののの場合場合場合場合のののの医療費医療費医療費医療費」がどこから出る

のか、どのような場合に出るのか、などということを

特に「野宿野宿野宿野宿しているしているしているしている人人人人のののの場合場合場合場合」について、述べていこ

うと思います。 

 

〇行旅病人及行旅死亡人取扱法〇行旅病人及行旅死亡人取扱法〇行旅病人及行旅死亡人取扱法〇行旅病人及行旅死亡人取扱法((((行旅法行旅法行旅法行旅法))))    

まずこの法律について説明します。「行旅病人」と

いうのは「歩行ニ堪ヘサル行旅中ノ病人ニシテ

療養ノ途ヲ有セス且救護者ナキ者」で、「行旅死

亡人」は「行旅中死亡シ引取者ナキ者」と定義さ

れています（行旅法第一条第一項）。つまりこの法律

は簡単に言うと、旅行中（野宿している人を「旅行中」

と考えるのは少し違和感がありますが）に病気になっ

たり亡くなった人について、市（区）町村の救護義務、

埋葬・火葬義務、扶養義務者等への通知義務などを定

める法律です。行旅病人や行旅死亡人の救護等に要し

た費用の請求について、誰が負担するかということは

各自治体で規則がつくられています。基本的には被救

護者に請求されますが、被救護者や扶養者が費用を払

えない場合は行政が払います。 

 

2.活動を取り巻く状況 

(金が払えんから) 

救急車は呼ばんでくれ 
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〇医療費〇医療費〇医療費〇医療費がががが払払払払えないえないえないえない場合場合場合場合どうなるかどうなるかどうなるかどうなるか    

 ここからが本題です。

まず、救急車で運ばれて

行った人を医者が診な

いということはありま

せん。これは「医者は正

当な理由なく診察を拒

んではいけない」ということが医師法でも決められて

います。そしてそこでの費用を本人が払えない場合、

行政が負担します（神戸市で倒れた場合、神戸市が負

担）。そこから入院になると、福祉事務所が生活保護

費として医療費や生活費を出します。しかし救急車で

行っても、一時的でその場限りの処置の場合、医療費

は生活保護ではなく行旅法の取り決めによって役所

が病院に支払います。生活保護法を適用できる人は行

旅法の対象外とされるため、この二つを一緒に受ける

ということはできません。 

 

○○○○入院入院入院入院からからからから保護決定保護決定保護決定保護決定までのまでのまでのまでの流流流流れれれれ    

入院になった場合について。入院になって本人が医

療費を払えない場合、その入院費は生活保護費で出る

ことになります。この場合、病院が福祉事務所に連絡

します。福祉事務所は本人から話を聞き、生活保護の

受給資格があるか調べます。保護の申請から決定まで、

生活保護法では 14 日以内と定められていますが、特

別な事情がある場合は 30 日まで延ばすことができる

ので、実際は一ヵ月くらいかかることが多いです。今

は入院しても早く出されるようになり、例えば入院し

て 2週間くらいで出ないといけないとなると、保護が

決定する前にまた野宿になる、ということが起こりえ

ます。そこで入院中の保護申請に関わるときは、手続

きを早く進めてもらうために福祉事務所に働きかけ

ることがあります。こちらから何度もプッシュしてい

くと動いてくれる、逆に何もしないとなかなか進まな

い、ということがあります。 

 

○○○○おおおお金金金金がないとがないとがないとがないと通院通院通院通院できないできないできないできない！！！！????    

救急車で運ばれたり、入院になったときは行旅法や

生活保護でお金が出ることを書きましたが、通院の場

合はどうでしょうか。医療費の払えない人が通院しよ

うとした場合、行旅法で定める「歩行ニ堪ヘサル」者

ではないということで、行旅法が適用されません。で

は生活保護費は出ないのかというと、入院は医療がす

でに受けられている状態だけれど、通院は緊急性の度

合いも違い、その場ですぐに生活保護で医療費を出し

てもらう、ということができません（要保護者が急迫

した状況にあるときは、保護の申請がなくても、必要

な保護を行うことができる、と生活保護法に定められ

ています）。制度の落とし穴だなあと思います。通院

の難しさが、医療の一番大きな問題です。ただし、中

には低所得者などに無料や低額で診療を受け付けて

いる施設もあります。これについてはこの報告書の

p13『2-1.(2) 〜倒れたときしか医療にはかかれないの？

無料/ 〜低額の医療制度と野宿生活の健康の実際 』の記

事を参考にしてください。 

このように、神戸では野宿している人が通院をする

というのは難しいのですが更生センターに入所する、

もしくは更生援護相談所（★６）に宿泊すると通院で

きるようになります。けれど自分の住んでいるテント

やそこでの仕事、飼っている犬や猫が心配で更生援護

相談所に泊りたくないという人もいます。 

 

〇感想〇感想〇感想〇感想    

まずお金がなければ

医療が受けられないと

いうのはおかしい、とい

うのが冒頭の場面で感

じたこと。実際はそんな

ことはなく、十分ではな

いけど行政が医療費を

負担する仕組みもある。でもその仕組みを知っている

人がまず少ないと思うし、限定された場面でしか使え

ない仕組みになっている。「医療はみんなが受けられ

る当然の権利だ！」と思うけど、具体的な問題をちゃ

んと知って考えていかないとなと思いました。 

夜回りをしていて聞く「救急車で行ったら診てもら

える」という言葉。逆に言うと救急車で運ばれるまで、

みんな具合悪くても我慢してるってことですよね？

「死にそうになったら助けてあげる」ということなの

か。酷い感じがします。 
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今すぐに医療制度を変えることはできないけど、本

当に具合の悪い時は救急車を呼んでくださいと伝え

る、そこまでではなくても、なんだか体調が悪い、と

いう時には更生センターの嘱託医の診療や医療相談

を受けられる場所を紹介する。次の記事にあるような

低額で診療を受け付けるような病院のことを知って、

そういう仕組みをうまく利用する、知ってもらう、と

いうのが現実的に今できることなのかな、と思います。 

 

(2)(2)(2)(2)倒倒倒倒れたときしかれたときしかれたときしかれたときしか    

医者医者医者医者にはかかれないのにはかかれないのにはかかれないのにはかかれないの？？？？    

～～～～無料無料無料無料////低額低額低額低額のののの医療制度医療制度医療制度医療制度とととと     

野宿生活野宿生活野宿生活野宿生活のののの健康健康健康健康のののの実際実際実際実際～～～～     

西野西野西野西野    和和和和     

    

これまで活動してきた中で、突然倒れ救急車、その

まま入院となった人がたくさんいました。倒れたらな

んぼなんでも病院にいけますが（p11『2-1(1)お金のな

い人は医療を受けられない？』参照)、倒れる前になん

とかならないものか。健康に生活できないもんなのか。

そもそもみんな健康な生活は送れているの？そんな

ところから書くのがこの原稿です。 

夜回り中に体調どうですか？と聞くとまぁまぁ大

丈夫―といった答えが多いような気がします。でもそ

れ、ほんとに大丈夫なの？自覚症状ないけど怖い病気

もたくさんあるよ？そして実際、あるとき突然倒れて

救急車…という人もたくさん。しかもそれで病院で検

査すると、ここも悪いあそこも悪いとたくさん病名が

並んだり、二回も手術をして半年も入院が必要だった

り、わかった時にはもうすごく悪くなっている―って

ことがとても多い。これから一生薬を飲み続けないと

いけない、という人もいました。 

お金がなくても、野宿していても健康に生活する権

利は誰にでもあります。ということで大きく分けて３

つ、【1】無料/低額で受けられる医療【2】あなたは大

丈夫？病気の初期症状【3】野宿生活の人の健康の実

際 について紹介します。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

【【【【1111】】】】無料無料無料無料////低額低額低額低額でででで受受受受けられるけられるけられるけられる医療医療医療医療     

p11『2-1(1)お金のない人は医療を受けられない？』

では行旅病人及行旅死亡人取扱法、生活保護での医療

扶助について解説していますが、その他にも本人が払

わなくてもよい・一部払うだけでよい医療があります。

それらの中から私たちの活動に関連するものの一部

を紹介します。 

また、この行旅病人及行旅死亡人取扱法は緊急の場

合しか法律的にも現実的にも使えない制度ですが、今

回紹介するものは慢性疾患など急を要しないもので

も利用できるものになっています。①更生援護相談所

経由の医療 以外は野宿の人に限らずお金に困ってい

る人なら使える制度なので、困っている人がいたら紹

介してあげてね！ 

 

①①①① 更生援護相談所経由更生援護相談所経由更生援護相談所経由更生援護相談所経由のののの医療医療医療医療    

更生援護相談所（巻

末用語：★６）には更

生センター（★６）の

嘱託医が週 2回来てお

り、健康状態を診ても

らうことができる。こ

れは野宿している人な

どなら神戸市の負担で、

更生援護相談所に泊ま

っている人以外でも無料で診てもらえる。 

そこで治療が必要と判断された場合には、近くの病

院に行き治療が開始される。その際は、生活保護の中

の医療扶助のみを受け、それで治療費を出すことにな

る。通院する場合は更生援護相談所からの通院となり

テントから離れることになる。病気が重く、入院とな

った場合には医療扶助だけでなく生活保護全体を受

け治療に専念することになる。診てもらいたい場合、

月曜または木曜日の午後に更生援護相談所に行けば

その場で診てもらうことができる。 

 

②②②② 無料低額診療施設無料低額診療施設無料低額診療施設無料低額診療施設    
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無料低額診療施設とは社会福祉法による無料低額

診療事業を実施する医療機関で、低所得者などに医療

機関が無料または低額な料金によって診療を行う。 

「低所得者」「ホームレス」「DV 被害者」「人身取引

被害者」などの生計困難者が無料低額診療の対象で、

医療機関による面接で収入額・状況などから対象であ

るかが判断される。対象であれば医療機関が医療費の

うちの自己負担分を一部又は全額支払う。ちなみに、

医療機関は低所得者らが全

患者の 10％を超えると固

定資産税が減免される。 

現在神戸市では 12 の施

設があり、灘、東灘区付近

では以下５施設がある。 

 

東神戸病院（JR 住吉付近） 

共和会ホームケアクリニック（JR 住吉付近） 

大石川診療所（JR六甲道付近） 

柳筋診療所（春日野道付近） 

東神戸診療所（JR三宮付近） 

 

ただし、健康保険に入っていない場合は 10 割負担

となり負担が大きくなるため、健康保険に入ることを

強く勧められることがある。そういった場合に保険加

入に住所が必要となることや、薬は院外処方でお金が

かかることが多いなど診察費以外でも問題が出るこ

ともあり、医療機関と本人とで相談しながら方法を考

えてゆくということになる。 

 

③③③③ 医療医療医療医療////健康相談窓口健康相談窓口健康相談窓口健康相談窓口    

保健所が健康相談窓口を設置している場合が多い。

電話相談もあり、健康のことで少し気になること・不

安なことがあれば気軽に聞いてみるのもよいかもし

れない。 

また、行政の制度ではな

いがカトリック社会活動

神戸センター（★３）も毎

週金曜日の13時半～14時

に医療相談を受付けてい

る。夜回りや炊き出しなど

行っている団体なので、こちらのほうが相談しやすい

かもしれない。 

    

④④④④ 一部負担金減免制度一部負担金減免制度一部負担金減免制度一部負担金減免制度    

国民健康保険法による制度で、国民保険による医療

行為（診療・薬などすべて）に関して一部負担金を減

免する制度。市が運営しており、すべての自治体で行

われている。減免された分は国民健康保険が 10 割だ

すことでまかなわれ、対象は生活保護基準以下の所得

の人とされる。また、一時的な困窮状態が対象なので、

3 ヶ月以内に回復が見込まれる人という条件も加わっ

ている。困窮状態が長くつづく、治療が長期にわたる

ようだと生活保護をすすめることになる。 

しかしながら、国民健康保険に加入している人が対

象であるので、加入していない人はまず国民健康保険

に加入する必要がある。 

 

⑤⑤⑤⑤ アスベストによるアスベストによるアスベストによるアスベストによる健康被害健康被害健康被害健康被害    

アスベストが引き起こ

す疾病として①中皮腫②

アスベストによる肺がん

③石綿2肺（アスベスト肺）

④びまん性胸膜肥厚など

がある。アスベストは現在

は使われていないが、防

音・断熱用として多く使わ

れた建築材料である。建築業や解体業などに従事して

いた人はアスベストを多く吸い込んでおり、肺がんな

どのリスクがかなり高くなっている。私たちの活動の

中でも、別件で入院した時の検査で中皮腫の疑いがあ

ると言われた人もいた。 

アスベストによる被害については、一般的には労災

が保証しているが、労災申請・認定が難しい場合でも

「石綿による健康被害の救済に関する法律」に基づく

救済制度があり、治療費全額公費負担・療養手当月

103,870 円がもらえる。労災では認定要件として職歴

（何年以上の作業従事など）が含まれるが、上記の法

律では厳密な職歴審査が含まれないので、日雇い労働

などで曝露し厳密な証明が難しい場合でも利用しや

                                                 
2 石綿＝アスベストである 

無料低額診療施設 
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すいと思われる。特に中皮腫とアスベストによる肺が

んについては、医師の診断が得られれば対象となり職

歴審査は全く必要ない。しかし石綿肺とびまん性胸膜

肥厚についてはアスベストによって発症するとは限

らないため、給与明細など客観的に証明できる書類な

どが必要となる。 

 

⑥⑥⑥⑥ 結核結核結核結核のののの感染予防感染予防感染予防感染予防・・・・医療費公費負担医療費公費負担医療費公費負担医療費公費負担    

結核はもう不治の病で

はないが、実は結核で年間

2000 もの人が亡くなって

いる。法律としても２類感

染症として SARS や鳥イ

ンフルエンザとともに並

ぶ病気なのだ（感染症法3

による）。    

実は野宿生活では、結核にとてもかかりやすい。野

宿生活では栄養状態、生活環境（小屋がなく吹きさら

しなら特に）、医療へのアクセスの悪さなどが相まっ

て健康状態は悪く免疫機能もかなり落ちているので

はないかと思われる。それに加え結核は空気感染する

ため野宿状態、自分と他人を隔てるものがない状態で

は感染しやすいのだ。私たちの活動でもこれまで何人

か結核の人に出会ったことがある。そのため、神戸や

尼崎でも結核予防について炊き出しの場で検診を行

なったりもしている。治療は全額又は一部公費負担と

なっている（感染症法３による）。 

＊参考・結核罹患率 H22 年度人口十万対罹患率は全

国では 18.2 人に対しあいりん地区（大阪市西成区荻

ノ茶屋校区）では 364.7人 

 

 
                                                 

3 正式には感染症の予防及び感染症の患者に対する医

療に関する法律。感染症の予防及び感染症の患者に対す

る医療に関し必要な措置を定め、感染症の発生を予防し

そのまん延の防止を図る。一類感染症～五類感染症まで

あり、一類にはエボラ出血熱、クリミアコンゴ出血熱、

ラッサ熱などがある。結核はそれらの次に危険な二類に

分類される。（そのほかの危険性の高い感染症も、感染症

法により公費負担で医療が受けられる） 

⑦⑦⑦⑦ 市民健診市民健診市民健診市民健診    

市が職場での健康診断の機会がない市民などを対

象として健康診断を行っている。医療ではなくしかも

有料だが、健康に過ごす上で大切な、利用可能な制度

としてあげておく。市民検診はその市に住民票があり、

国民健康保険に加入する資格があれば制度上は受け

られることになっている（保険加入は必須でなく、保

険料未払などでも受けられる）。しかし結果が郵送で

返ってくることなど運用上で問題があり受けられな

い可能性もある。野宿状態でも住民票は神戸にある、

という人もいるので使えるかもしれない。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

【【【【2222】】】】病気病気病気病気のののの初期症状初期症状初期症状初期症状     

その症状、もしかしたら重い病気かも？病気のかか

り始めに出る症状を紹介します。心当たりのある人は

病院へ。しかしながら自覚症状などほとんど出ない病

気もたくさん。ほんとを言うと、定期的に健康診断を

受けて欲しい…。 

 

＊＊＊＊結核結核結核結核→せき、たん、微熱

などの風邪によく似た症

状。これが２週間以上続く

場合は病院へ。 

    

＊＊＊＊アスベストによるアスベストによるアスベストによるアスベストによる中皮中皮中皮中皮

腫腫腫腫→早期での自覚症状はほとんどなく、初期で見つけ

るには検査しかない。息切れ、胸痛が出ることも多い

がその段階ではかなり病気が進行していることも。死

亡率も高い病気なので、アスベスト結構吸ったな…と

いう人は一度検診に行くのが生存への道だ。 

    

＊＊＊＊アスベストによるアスベストによるアスベストによるアスベストによる肺肺肺肺がん・がん・がん・がん・石綿肺石綿肺石綿肺石綿肺→息切れ、運動力

低下、喀血、咳など。これも長く続く場合は病院へ。 

    

＊＊＊＊糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病→→→→しきりに多量の尿が出る・やたらに喉が渇

く・何もしないのに体重が落ちてきた・目がかすむ・

手足がしびれるなど。糖尿病が進行するとこれらの症

状がひどくなり、最悪失明、足切断など…。 
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＊＊＊＊高血圧高血圧高血圧高血圧→自覚症状はない！実際に測ってみること

が大切だ。これを放置するとこんな病気になる↓ 

・脳血管障害：圧力がかかって脳の血管が切れる。

体・心全てを決めるのは脳だから切れたら大変。切れ

た位置によりマヒや感覚がなくなるなど様々な症状

が出る。 

・心臓病：血圧が高いと心臓に負担がかかって疲れ

てしまう。そのうち限界が来て、ちゃんと全身に血を

送れなくなってしまう。また、動脈硬化などと合併す

ると心臓自身に血を送れなくなって心臓の細胞が死

んでしまう…なんてことも。 

 

＊＊＊＊アルコールアルコールアルコールアルコール依存症依存症依存症依存症→初期症状は、頭痛、手足のしび

れ、胸焼けや歯磨きのときに吐き気・吐くなど。依存

症となればイライラ、落ち着きがない、手や全身が震

える、幻聴や幻覚、妄想、けいれん発作などが起こる

こともある。社会的な問

題としても、生活費がす

べて酒に消えてしまう、

アルコールを手に入れ

るために万引きをする

など大変深刻だ。 

  自分危ないな、と思っ

たら放置せず医療機関

で治療する、「断酒会」

や「ＡＡ（Alcoholics Anonymous）」などの自助グル

ープに参加するなど依存状態を脱するための行動が

必要だ。また、依存症については報告書 vol.7-p9『1-3.

アルコール依存症は病気だ』に詳しくある。 

    

＊＊＊＊肝硬変肝硬変肝硬変肝硬変→お酒飲み過ぎると肝硬変になり、放置する

と確実に死に至る。はじめは全身倦怠感や食欲不振、

皮膚や目が黄色くなったりする。黄色くなるのは肝臓

のせいとよくわかるが全身倦怠感などは肝臓のせい

とは気づきにくい。基本的に肝臓は自覚症状に乏しい

ので、お酒は飲みすぎない、定期的に検査する、黄色

くなる症状を見逃さないことなどが重要だ。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

【【【【3333】】】】野宿生活野宿生活野宿生活野宿生活のののの人人人人のののの健康健康健康健康のののの実際実際実際実際     

ここでは野宿生活の人の健康についてこれまで行わ

れた調査から抜粋し、紹介します。 

 

◎◎◎◎野宿生活野宿生活野宿生活野宿生活のののの人人人人はははは健康健康健康健康？？？？？？？？    

大阪で 55 才以上の野宿生活者に対し行われた大阪で

の調査4で自分の健康状態について、表のように回答し

ている。自分で悪いと感じている人もたくさんいる。

（国民統計5は厚労省による６才以上の男女の健康意

識調査より） 

表表表表１１１１：：：：健康意識健康意識健康意識健康意識    

 ホームレス 国民統計 5  

いつも良い 45.5％ 41.3％ よい 

時々悪いこ

ともある 

31.1％ 40.4％ ふつう 

悪いことが

多い 

8.4％ 10.4％ あまりよ

くない 

いつも悪い 8.0％ 1.5％ よくない 

 

また、東京都墨田区が実施したホームレスの健康調査

6から抜粋。このとおり、健康です！とはとても言いが

たい。（高血圧・脂質異常症・糖尿病の国民統計５は厚

労省調査における 50～60 代の男性の数値） 

表表表表２２２２：：：：慢性疾患有病率慢性疾患有病率慢性疾患有病率慢性疾患有病率    

 ホームレス 国民統計 5 

高血圧 63％ 41.3％ 

脂質異常症 約 42％  約 27％ 

貧血 38.9％ ※(0.02％) 

肝障害 12.6％ ※(0.05％) 

糖尿病 5.8％ 16.2％ 

                                                 
4 2007 年に大阪のあいりん地区の大阪市高齢者特別就
労事業(55 才以上が対象)の就労者を対象に行われた健康

に関するアンケート調査。結果のうち有効サンプル数は

917 名で集計。参考文献(1)より抜粋。 

5国民統計はすべて厚生労働省による統計（参考文献(3)）

から抜粋。 
6 2005 年に東京都墨田区のホームレスを対象に行なっ
た調査。有効サンプル数は 105 名で集計。参考文献(2)
より抜粋 
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※貧血・肝障害については詳しいデータがなかったた

め全年齢における貧血・肝障害の治療を受けている者

の推定数から算出した。そのため、治療を受けていな

い者や無自覚者は含まれず、実際の数と隔たりがある

可能性が高い。 

 

◎◎◎◎医療医療医療医療、、、、受受受受けられてますかけられてますかけられてますかけられてますか？？？？    

実際のところ、野宿状態にある人がどれくらい医療に

かかることができているのか？大阪での調査 4より抜

粋。制度はあるにもかかわらず、実際通院など、医療

にアクセス出来ている人が少ない事がわかる。 

    

表表表表３３３３：：：：通院状通院状通院状通院状況況況況    

（表１の調査で） 

｢悪いことが多い｣もしくは｢いつも悪い｣と答えた

人のうち, 64.464.464.464.4％％％％が｢通院が必要である｣としながら

も通院通院通院通院をしていないをしていないをしていないをしていない｡｡｡｡    

 

◎◎◎◎必要必要必要必要なななな栄養摂取栄養摂取栄養摂取栄養摂取ができていないができていないができていないができていない    

大阪で行われた調査 4より抜粋    

    

表表表表４４４４：：：：栄養摂取栄養摂取栄養摂取栄養摂取    

１週間に１食も食べられない日が 1 日

以上    

32.8％     

動物性たんぱく源（卵・肉・魚など）

摂取が週に 2 日以下    

45.2％    

野菜･果物の摂取が１週間に 2 日以下    62.6％     

※例 

糖分はジュース/酒一缶 250cc×10％の糖分＝25g 

カロリーは 25g×4kcal/g＝100kcal 

５缶分として、500kcal 

一日これくらいのカロリーを毎日砂

糖で摂取すれば、ごはんとおかずの

一食分強にあたる。ごはんやオカズ

ならタンパク脂肪無機質などの栄養分があるが、ジュ

ースにはない。カロリー必要量の四分の一以上をジュ

ース/酒でまかなえば栄養失調にもなるだろう（一日に

必要なカロリーは建設業で一日働いたときで 2200～

2500kcal、あまり活動しなかったときで 1700kcal～

2200kcal）。（参考文献(4)「釜ヶ崎の保健婦」より） 

◎◎◎◎死死死死    

また、死因などについて大阪府監察医事務所の記録を

もとにしたホームレス変死7の全数調査8から抜粋。 

 

表表表表５５５５：：：：死亡時死亡時死亡時死亡時のののの平均年齢平均年齢平均年齢平均年齢    

ホームレス 平均寿命（男） 平均寿命（女） 

56.2 才 78 才 85 才 

（ただし、高齢になると保護を受けることが多いため

こういった結果になっている可能性がある） 

 

表表表表６６６６：：：：死因死因死因死因    

病死 172 例（59％） 

自殺 47 例（16％) 

不慮の外因死 43 例（15％）これには 

  12 例の凍死 

8 例の餓死  を含む 

他殺 6 例（2％） 

病死の場合の死因は心疾患、肝炎・肝硬変、肺炎、肺

結核、脳血管疾患、栄養失調症、悪性新生物（がん）、

胃・十二指腸潰瘍の順。 

 

結論結論結論結論：：：：実際健康診断で病気持ち（慢性疾患）の人は非

常に多い。栄養状態も悪いと思われる。体の不調を感

じている人もたくさんいるが医療にアクセスできて

いない人が多い。死亡時の平均年齢も国民平均より低

い。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

＜＜＜＜データからデータからデータからデータから見見見見えることえることえることえること＞＞＞＞    

必要な栄養摂取ができて

いないために慢性疾患とな

ることも多い。慢性疾患を持

っているのに医療にアクセ

スできない。医療アクセスで

きていないから死も早い。こ

                                                 
7 報告に変死の定義はないが一般的に「変死体とは確実
に診断された内因性疾患で死亡したことが明らかである

死体以外のすべての死体」とされる 
8大阪府監察医事務所の結果を元に、2000 年に大阪市内

で発生したホームレス変死の全数調査による。参考文献

(1)より抜粋 
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こからそういう流れが見えるんじゃないだろうか（デ

ータが不十分すぎて何も言い切れないが）。 

なぜこうなっているんだろうか。まず当然ながらお

金がないからしっかりと食べられていない。また、そ

もそも健康診断などきっかけがないので異変に気づ

かない。そして、無料で医療を受けられる制度自体を

知らない、病院に行っても追い返される、診察を受け

られても対応で嫌な思いをするなどで結局医療アク

セス出来ていないこと。また、分かってはいるが放置

している、などなど理由はたくさんあると思う。確実

に言えるのは、誰にでもあるはずの「健康な生活を送

る」権利が守られていないのが現状だということだ。 

 

＜＜＜＜健康健康健康健康をををを守守守守るためにるためにるためにるために、、、、当事者当事者当事者当事者やややや私私私私たちができることたちができることたちができることたちができること＞＞＞＞    

第一には、病気にならないよう気をつけて生活する

こと。と言っても人間いつか死ぬし最後には病気にな

るとは思うので、生活習慣病などの防げる・いらん病

気にならないこと。そしてそのためには基本的な生活

習慣、生活環境、そしてよい・正しい食事などが不可

欠だ。しかしながら野宿状態ではお風呂に入れる機会

も限られているし、しっかり食事が取れないことも多

い。これらは気をつけようと思っても結局お金がなけ

ればどうしようもない。この文章はお金がなくても医

療は受けられる、というものだが結局お金がなければ

健康な生活は送れないのか、と感じるところ… 

そして第二にはもし病気になっていたら、できるだ

け早くそれを見つけて、治療すること。自分の健康状

態を知ってもらうこと。生活習慣病などは心臓病や脳

卒中など、怖い病気のもとです。自分の状態を知って

治療していくことが、大きな病気にならず健康に過ご

せる秘訣なのだ。しかしこれに関しても、健康診断や、

医療と関わる機会が少ない野宿生活にとってどれだ

け難しいことだろうか。自覚症状のない病気なんて絶

対気づかないだろう。

健康診断の制度は制

度の項で書いたが、普

通は自宅に届けられ

るお知らせが届かな

いので、それを知るこ

とができない（地域別

に日が設定されている）。また、その情報があったと

しても住民票が必要であること、お金がかかること、

運用のことなど制度上利用可能でもいろいろ問題が

出てくる。現状では体の調子に気をつけ、健康相談な

どを積極的に利用することが一番の策でないだろう

か。 

第三にはやはり制度を知ってもらい、自分も病院に

行けるんだと知ってもらうこと。調子が悪いのだがお

金がないから行けないんだ、そう思っている人に知っ

てもらって医療につなげることが大事だ。病気が重く

なる前に治して、すっきり健康に戻ってもらいたい。 

 

＜＜＜＜健康健康健康健康をををを守守守守るためにるためにるためにるために、、、、制度制度制度制度やややや運営側運営側運営側運営側のののの面面面面からからからから＞＞＞＞    

ここまででも書いたように、誰でも使える制度を補

充・充実させるのがまず大切だと思う。そして制度が

正しく運用されること、良くなっていくことも。いろ

いろな制度はあるが、実際に使おうとすると使いにく

いことも多々ある。なんやかんやと手続きや審査に時

間がかかって、実際に見てもらえるのが一週間後だっ

たりもするし、色々な手続きの中で身分証明や住所が

必要で結局利用できなかったりもする。制度の紹介で

書いたアスベストの制度でも「曝露の証明」ができな

いために対象とならないこともある。（また、「日雇い」

という雇用形態は不安定であるなどの問題以外にも、

こういった弊害を生むということにも着目すべき） 

そしてそれ

を運営する人

が理解を持っ

てくれること

も大切だ。救

急車で運ばれ

た時など野宿

生活者だからと、とても適当な対応をされる、嫌な顔

 

市民検診のお知らせはがき 

 

[場所]市民広場 

[時間]4/7  13:00~ 

保険証要 …… 

えっ治療費払わず

逃げるんじゃない 

あの人ホームレ

スらしいわよ 

住所がないと受け付けられません 

証明できるもの

はありますか 
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をされることがある。病院側はそういう人だとお金を

きちんと払わないんではないかと思っているのだと

思うが、きちんと制度の理解、苦しい状況にある人へ

の理解をもっていればこうはならないはず。同じく役

所の対応などでもかなり嫌な思いをすることも多い

ようだ。 

また、どの方法にしても野宿の状態から通院するこ

とは現実的には難しく、うまく医療だけを無料/低額で

受けるというのは難しいことが多い（野宿状態は治療

に向かないのでちゃんと屋根のあるところに入って、

という考えや制度的な問題から）。現実私たちの活動

の中で医療につながった人はそのまま野宿を脱する

ことが多かった。その考えもわかるが、それぞれの人

の希望やその人にあった方法が取れるよう、それぞれ

の制度がもっと柔軟に使いやすくなれば、色々な問題

で制度を使えなかった人も利用できるようになる。医

療へのアクセスもしやすくなり、結局色々な制度の最

終的な目標である「すべての人々が健康な生活を送る

こと」につながるのではないかと思う。 

本当に困っている人が嫌な思いをせず、柔軟に・ス

ムーズに使える制度が必要だ。 

    

＜＜＜＜私私私私たちのようなたちのようなたちのようなたちのような活動活動活動活動がががが必要必要必要必要ないないないない社会社会社会社会にににに＞＞＞＞    

現状私たちはこれらの制度を利用するためのサポ

ートを多く行っている。夜回りで体調はどう？と聞い

て何かあれば医療につなげたり、救急車で運ばれたと

いう連絡があれば駆けつけ正しい対応がされるよう

病院と話したり保護申請などの手伝いをしたり（お金

がない人は医療を受けられない？参照）。こういった

サポートをすることは現状で

私たちが出来ることとしてと

ても重要だし必要だ。 

しかし本来これは私たちが

するべきことではなく、行政

や病院側がきちんとした理解

を持ってよい方法を探してい

くべきなのだ。制度を知らな

いということも書いたが、そ

ういった情報を必要とする人に届けるのも行政がや

るべきことである。ここまで私たちができること/制度

の面からと書いたが、現状ではという話だ。行政・病

院・社会みんながよくなって私たちのような団体が必

要ないようになっていくのが最終地点だと思う。（そ

もそも野宿生活であるという状態についても言える

こと。野宿したくない人が野宿しなくてすむように。） 

 

＜＜＜＜最後最後最後最後にににに＞＞＞＞    

野宿の人も、それに限らずだれもが、どんな状態で

も健康で笑顔で過ごせる社会にしたい、なってほしい。

医療にアクセスできないために死ぬなどほんとあり

えん。医療がだれにもアクセスできるものになり、み

んなが健康で、笑顔で生きていけるようになって欲し

いと思う。 

また健康・医療の

面に限らず、多様な

生き方を認め、みん

なが生きやすい幸

せな世の中になっ

てほしいと願う。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

参考文献参考文献参考文献参考文献    

(1)大阪におけるホームレスへの健康支援―社会医学

を学ぶ者たちの実践的研究―， 逢坂隆子，高鳥毛敏

雄， 黒川渡，山本繁，黒田研二，西森琢，井戸武實 

http://jssm.umin.jp/report/no25/25-03.pdf 

(2)ホームレス地域生活移行支援事業における健康に

焦点を当てた生活支援に関する取り組み 

http://www.niph.go.jp/journal/data/55-1/200655010

009.pdf 

(3) 国民衛生の動向，厚生統計協会，2005年 

(4) 釜ヶ崎の保健婦，南和子，亀岡照子，清風堂書店 

(5) アルコール依存症の早期発見とケアの仕方，世良

守行，日東書院 
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2222....神戸市神戸市神戸市神戸市とととと「「「「ホームレスホームレスホームレスホームレス」」」」対策対策対策対策    そのそのそのその後後後後    

〜〜〜〜建前建前建前建前はそのままにはそのままにはそのままにはそのままに、、、、いつのまにかいつのまにかいつのまにかいつのまにか神戸市神戸市神戸市神戸市がががが     

福祉事務所福祉事務所福祉事務所福祉事務所でででで生活保護生活保護生活保護生活保護のののの申請申請申請申請をををを受受受受けけけけ付付付付けけけけ…………〜〜〜〜     

鍋谷鍋谷鍋谷鍋谷    美子美子美子美子     

＊＊＊＊全国全国全国全国のののの動動動動きききき、、、、少少少少しふりかえるしふりかえるしふりかえるしふりかえる     

 「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」

という法律がある。あまりこの界隈以外では知られて

いない法律だと思うが、90 年代後半、全国的に「ホー

ムレス」の存在が社会問題とされ、さまざまな運動の

ひとつの結果として、2002 年に施行された法律だ。

この法律に基づき、各地では自立支援センターなるも

のが建てられたり、シェルターが建てられたりした。

大阪市はこの法律に先立ち、2000 年よりいちはやく

テントの多い公園内にシェルターを建て（近隣住民の

反対運動もあった）、テントに住む人たちにまず入る

ようにすすめていった。ベンチなどで段ボールのみで

寝る人たちには声もかけない。一度しか入れず（のち

に変わった）、その間にテントは壊され戻れない。そ

の後の目処もたたない人もいるのに、短期間でシェル

ターそのものも壊され…というふうに利用された。大

阪で長居、西成、大阪城公園、そして名古屋で白川、

と次々公園内に建てられ壊されていった。そして現在

は、テントもシェルターもなく、露宿する人がいるの

みだ。目立つテントをなくしたい、という目的があか

らさまなプレハブのシェルター。その過程で多くのテ

ントが潰されていった。この特措法の 11 条に「公共

の用に供する施設の適正な利用の確保」のために「必

要な措置をとる」とある。これを根拠として追い立て

が行われたりして、「ホームレスの自立の支援」が、

必要な選択肢を本人の納得のうえで選び、暮らしをつ

くっていくのではなく、強制的にテントでの野宿がで

きないようにするかたちですすめられてしまってい

る面があった。 

 

＊＊＊＊神戸市神戸市神戸市神戸市ではではではでは…………     

 しかし、神戸では、この法律ができた後も、とくに

大きな何かがつくられるわけでもなく、巡回相談員と

いう嘱託の職員２名の枠が新たにつくられ、神戸市内

をまわるようになったのみだ。理由として、昔からあ

る「更生センター・更生援護相談所（巻末用語：★６）」

（区別をつけずに更生センターと呼ぶ人多し）の存在

が大きい。ここが野宿している人の受け皿になってい

ることで、新しく何かつくったりする必要はないとさ

れたのだろう。受け皿があることは大きいが、同時に

他の選択肢がなく、以前報告書 vol.６の p7～で書いた

神戸市での「野宿の人は福祉事務所で生活保護の申請

はできません」の対応につながる原因ともなっていた。 

 しかし、その後神戸市の対応に変化がおこる。あの

原稿を書きあげたのが、2011 年の年明け頃だった。

今現在、神戸市内の福祉事務所で「家のない状態で」

保護申請をすれば、条件はあるが、受理はされるよう

になっている。今後その状態が続くかは分からないの

だが、そこに至るまでのことと現状を少し書いておこ

うと思う。 

 

＊＊＊＊新新新新しいしいしいしい動動動動きききき  

2010 年暮れから 2011 年の年越しの頃、NPO 法人

神戸の冬を支える会が、兵庫県からの委託を受けた

「ホームレス等貧困・困窮者の「絆」再生事業」とい

うものが始まる。3/11 東日本大震災とそれに続く原発

事故の起こる少し前のことだ。兵庫県では、「きずな

サポート事業」（以下、ややこしいのできずな事業と

略す）と呼んでいる。2008年末から 2009年初の越冬

時期、日比谷公園に年越し派遣村が現れ、メディアな

どで大きく取り上げられたことは、まだ記憶にある人

も多いと思う。翌 2009 年末から 2010 年初の越年時
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には、公設派遣村が開かれ、前年に派遣村を行った実

行委員からなる「年越し派遣村の必要ないワンストッ

プ・サービス（★14）をつくる会」からいろいろな改

善点などを指摘、介入されながらも、運営された。じ

つはこの同じ時期に兵庫でも、短期で年越しプレ「き

ずな事業」のようなことを行っていた。この発想のも

と、派遣村村長であった湯浅誠氏が内閣参与になった

のち、これまで民間の NPO や支援団体が独自に行っ

ていたことが、事業として予算がつけられるようにな

っていった。そのうちの一つがこのきずな事業だ。現

在、私自身そこで働いている。 

 

＊＊＊＊「「「「絆絆絆絆」」」」再生事業再生事業再生事業再生事業とはとはとはとは？？？？     

 震災後、実体はど

うなのか分からない

「絆」がいろんなと

ころで叫ばれるよう

になっているが、こ

の事業のそれは震災

前から地味について

いた名前である。そ

の名前だけ聞いても、中身がピンとこないのだが、ご

く簡単に説明すると、生活に困ったり住むところもな

かったりする人が生活保護や第 2のセーフティネット

などの制度を使うための宿泊の提供や保護費が出る

までの食費等の立替えなどを行っている。生活保護を

申請したとしても、たちまち家も暮らしもなんとかな

るわけではない。申請後、福祉事務所では資産や扶養

などの調査などが始まり、原則 2週間で決定を出さな

いといけないことになっているが、実際は業務が追い

ついておらず、1 ヶ月もかかることもある。家も所持

金も失い、最後の最後に生活保

護の申請をした人は、保護が決

定して最初のお金が出るまで

どうやって暮らせばいいのか。

そのときに使われるのがきず

な事業だ。ぎりぎりのつなぎ＝

絆だ。保護が決定され、アパー

トなどに入居するまでの宿泊

提供などを行っている。実際は

その後も必要に応じて、相談援助業務が行われる。 

 現在、いろいろな自治体で行われているようだが、

その内容は場所によってさまざまだ。兵庫県では前述

したように、NPO 法人神戸の冬を支える会が受託し、

兵庫県下全域でその事業を行っている。きずな事業が

始まってから、神戸市では生活保護の運用が徐々に変

わってきた。つまり、これまでは家がない状態のまま

では、福祉事務所では生活保護の申請すらできなかっ

たのが、家に住めるようになるまでのいわば「つなぎ」

の事業が始まったことで、各福祉事務所が生活に困っ

ている住む所のない人の生活保護申請を受理するよ

うになったのだ。 

 これは大きな変化であり、この事業があれば、これ

までさらに貧困に陥ったり、病気になり医療につなが

ったりするまで、生活保護を受けられなかった人たち

が、きちんと、制度を使えるような第一歩になる。実

際、少なくない数の相談者が日々訪れ、生活保護につ

ながっている。ということは、言い換えればこれまで

この人たちは保護を受けられる状態だったにも関わ

らず、福祉事務所で保護につながることができずにい

たということだ。夜回り先で出会う人数は減っていっ

ているが、社会状況から見ても貧困の中で暮らす人は、

決して減っておらずむしろ増えているのではないか

ということは、何度もこの報告書でも書いてきた。た

だ、実際目に見える形で野宿している人以外に、こん

なに生活に困窮している人がいることに驚いている。 

 

＊＊＊＊なくなったらなくなったらなくなったらなくなったら？？？？     

 しかし、この事業はずっ

と続くような法的裏付けの

ある制度ではない。あくま

で年度単位で予算がつく、

事業なのだ。今後、予算が

カットされたり、事業自体

がなくなってしまったりす

ると、今現在相談に来て生

活保護になんとかつながっ

ているようなひとたちの受け皿は、なくなってしまう。

本来なら、各福祉事務所がそれを担えればいいのだろ

うが、現状福祉事務所に来る人たちの抱えるさまざま
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な問題に、対応が追いつけていない。（ケースワーカ

ー一人につき、月 80 世帯以上担当できないという上

限はなくなってしまった。神戸市保護課に確認したと

ころ神戸市は違うようだが、ケースワーカー自身も公

務員ではなく、生活保護水準で働く非正規労働者であ

ったりする自治体もある。）かろうじて、年度予算で

NPO に委託することでまわっているような状態だ。

生活保護制度が、きちんとその理念通りに運用されて

いれば、必要ない事業でもあるのだが、そうなるには

程遠い社会状況だと感じる。 

 

＊＊＊＊きずなのきずなのきずなのきずなの現実現実現実現実     

 「きずな」「きずな」

と叫ばれているが、それ

は家族の絆、友人との絆、

地域の絆のことだろう。

そういうものが、すでに

頼れるものでなくなっ

ているから、貧困／貧乏

になっている。むしろ家

族という制度から逃げ

出せないことが、貧困を生み出していることもある。

「きずな」だけ唱えても空虚だ。絆再生事業の絆は、

もっと現実的な命綱のような、泥臭い、ぎりぎりのも

のだと思う。それでも、うまくつながらない場合もあ

る。P23『2-3.生活保護バッシング』の項で書かれて

いるように、生活保護自体が今以上に叩かれ、受けに

くくなったとしたら・・・。このままどんどん死者が

増えるのを見ているだけになってしまうのか。 

 

＊＊＊＊きずなできずなできずなできずなで働働働働くくくく人人人人もももも不安定不安定不安定不安定(((( ^ _ ^  ^ _ ^  ^ _ ^  ^ _ ^ ;;;; ) ) ) )  

私自身もこの事業で雇われて働いているが、始まる

ときに問題となったのが、いつまで続くかも分からな

い事業に、相談員として、人を雇っていいのか、とい

うことだ。初めから不安定であることが織り込まれて

いる仕事。それで働く人によって成り立つ事業。不安

定雇用の人が不安定な生活の人の相談を受ける。本当

は公務員がきちんと仕事としてやるようなことだと

思う。これを書いている今（2012 年 12 月）、解散総

選挙に向けて、政治がめまぐるしく動いている。あま

りよくはならないだろう予感がある。この事業がなく

なったら、私たちは失業者も生み、さらに貧困のうち

に生活保護にも繋がらない人を、また大量に生み出し

てしまうことになるだろう。生活保護だけで、いろい

ろなことを全て解決できるとは思わない。でも、今の

ところ使える数少ない制度なのだ。絆再生事業がなく

なった後、神戸市内の福祉事務所は、家のない人から

の生活保護申請を一体どうするのだろうか。 

 

 

 

 

 

【参考資料】 きずな再生事業概要     

１ 事業名 

ホームレス等貧困・困窮者の「絆」再生事業 

 

２ 事業概要 

ホームレスやホームレスとなることを余儀なくされ

るおそれのある方々を対象に、巡回相談、宿所の提供、

生活指導等に係る事業を地域の実情に応じて一体的

に行うことにより、これらの方々が地域社会で自立し、

安定した生活を営めるよう支援を行います。 

 

３ 事業受託の条件等 

実施主体である都道府県又は市区町村が、本事業を適

切に運営できると認めた場合に、社会福祉法人やNPO

法人等に委託することができます。また、(5)ＮＰＯ等

民間支援団体が行う貧困困窮者等支援事業について

は、都道府県知事が適当と認める民間支援団体も実施

主体となることができます。 

※ 全ての地方自治体で行われているものではあり

ません。 

 

詳細な事業委託の条件は各地方自治体で定めており、

本事業についても以下の通り様々な事業があります

が、委託条件の例としては次のような内容が考えられ

ます。 
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    * 以下の各事業を行うために、それぞれ必要とさ

れる職員配置や施設設備を備えていること 

    * 各事業を実施する以外にも、必要に応じて、福

祉事務所や保健所、公共職業安定所など各種関連機関

と連携を図り、利用者の状況を踏まえた支援が実施で

きること 等 

 

（（（（ホームレスホームレスホームレスホームレス対策事業対策事業対策事業対策事業のののの各事業内容各事業内容各事業内容各事業内容）））） 

(1) ホームレス総合相談事業 

ホームレス及びホームレスとなることを余儀なくさ

れるおそれのある方々の起居する場所を巡回、面接を

行い、日常生活に関する相談等を行います。相談内容

により、福祉、就労等の各種施策の活用に係る助言や

支援を行います。 

 

(2) ホームレス自立支援事業 

自立支援センターに入所された方に対し、健康診断、

生活相談・指導及び職業相談等を行うことにより、就

労等による自立を支援します。 

 

(3) ホームレス緊急一時宿泊事業 

緊急一時宿泊施設を利用される方に対し、健康状態の

悪化を防止するとともに、福祉、就労等の各種施設の

活用に係る助言や支援を行うことにより自立を支援

します。 

 

(4) ホームレス能力活用推進事業 

一般雇用施策での対応が困難なホームレスの方々に

対し、都市雑業的な職種の情報収集・提供やその職種

についての知識・技能の付与を行います。 

 

(5) NPO 等民間支援団体が行う生活困窮者等支援事業 

自治体と NPO 等民間支援団体が連携し、生活困窮者

等に対して自立支援の観点から総合相談、安心して過

ごせる居場所の確保及び生活支援を一体的に実施し、

生活困窮者等の地域生活への復帰や再路上化防止を

図ります。 

 

出典）厚労省サイト： 

http://www.mhlw.go.jp/topics/npo/03/10-09.html

    

3.3.3.3.生活保護生活保護生活保護生活保護バッシングバッシングバッシングバッシング    

バッシングがバッシングがバッシングがバッシングが意味意味意味意味するものはなにかするものはなにかするものはなにかするものはなにか        

日本社会日本社会日本社会日本社会のおかしさのおかしさのおかしさのおかしさ            

藤原藤原藤原藤原    尚樹尚樹尚樹尚樹     

 

◎◎◎◎はじめにはじめにはじめにはじめに    

 先日、母親が生活保護を受給していたとしてお笑い

芸人が謝罪会見を開いた。マスコミが駆けつけ、フラ

ッシュを芸人に

浴びせたが、この

フラッシュを浴

びたのは謝罪会

見を開いたお笑

い芸人だけでは

ない。生活保護を

受給している 210万人の人びと、そして生活保護を受

給するか否か悩んでいるひとたちにも浴びせられた。

なぜなら、この謝罪会見の後、マスコミがこぞって生

活保護バッシング報道を行ったからだ。そこでは非常

にひどい報道が横行した。特に、テレビによる報道は

間違いだらけである。「報道ステーションサンデー」

「ワイド！スクランブル」「情報７days ニュースキャ

スター」など、多くの視聴者を抱えている番組で間違

った偏向報道が行われた。キャスター

の「不正受給は受給者の一割に上る」

といった発言や、酒を飲んだことが

「不正」などといった間違い。こうし

た報道が視聴者に与える影響は大き

い。報道が生活保護受給者をどれだけ

苦しめているかマスコミは考えるべ

きである。 

不
正
受
給

不
正
受
給

不
正
受
給

不
正
受
給    
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衆院選で第一党となった自民党は、生活保護費を

850 億円削減するという報道があり、今回の生活保護

バッシングが、保護費を削減する政策をおしすすめて

いる。 

 しかし、なぜこれほどまでに生活保護はバッシング

されるのか。そもそも生活保護とはなんだろうか、「不

正」受給とはなにか。なぜ受給者は増えているのか。

今回の報告ではそうした疑問を明らかにしていきた

い。 

 

◎◎◎◎生活保護生活保護生活保護生活保護ってなにってなにってなにってなに？？？？    

    

『『『『国民国民国民国民はははは健康健康健康健康でででで文化的文化的文化的文化的なななな最低限度最低限度最低限度最低限度のののの生活生活生活生活をををを営営営営

むむむむ権利権利権利権利をををを有有有有するするするする。。。。』』』』((((憲法憲法憲法憲法 25252525 条条条条))))    

 

そもそも生活保護とはなんだろうか。生活保護は敗

戦直後の 1946 年に制定され、1950 年に改正された。

生活保護は、高度経済成長の多様な矛盾を最後に受け

止める制度として、大きな役割を果たしてきた。皆保

険・皆年金体制以降も含めて、景気後退期にはいつも

生活保護の出番があった(岩田：2012)。つまり、経済

が下降すれば、生活保護が社会保障の最後の砦を担っ

ていたのである。 

 しかし、生活保護の権利を行使することに対するバ

ッシングは後を絶たない。たとえば、生活保護に陥っ

たのは自己責任であるといった意見や、親族に頼るべ

きであり、社会のお

世話になるべきで

はないといった意

見も雑誌やテレビ

でよく見聞きする。

また、当事者である

生活保護受給者や

受給申請を悩んでいる人もいる。なぜなら、保護申請

によって行政から親族に連絡が行くからだ。現状を知

られることが嫌で、申請ができないことも考えなけれ

ばならない。 

なぜこれほどまでに生活保護を受給することは、ま

るで「悪」のように語られてしまうのか。権利は行使

するためにあり、行使せざるを得ない現状が、今の日

本社会である。こうした生活保護受給者の増加は、怠

惰な人たちが増えたわけでもなく9、社会のお世話にな

る羞恥心を感じなくなったからでもない。ましてや、

モラルの欠如でもない。モラルの欠如と生活保護費の

増加に一寸たりとも因果関係などはない。そもそも生

活保護「不正」受給はどれくらいの人びとのことを指

しているのか。次に生活保護不正受給を唱える「正論」

に対する反論、異論を提示してみたい。 

    

◎◎◎◎生活保護生活保護生活保護生活保護のののの「「「「不正不正不正不正」」」」受給受給受給受給ってなにってなにってなにってなに？？？？    

 お笑い芸人の母親が生活保護を「不正」に受給して

いたという報道後、マスコミ(特にテレビ)は「生活保

護不正受給キャンペーン」をはった。しかしそもそも

不正受給者は受給者の中でどれくらいの割合を占め

るのであろうか。お笑い芸人の母親の生活保護受給は

「不正」なのだろうか。 

 日本弁護士連合会(日弁連)の調査によると、平成 22

年の生活保護世帯は 195万 2063世帯である。生活保

護費総額は3兆 3296億円。そのうち不正受給額は 128

億 7425 万円だ。全体に占める不正受給額の割合は

0.38％である10。不正受給の世帯件数においても 2％

程度である。自民党はそれほど

の低い割合の人びとをとりあげ、

生活保護を削減するというが、

実際に生活に困窮している人々

が不正受給者よりも圧倒的に多

いことを考えれば、生活保護費

を削減することが将来どういう

結果をもたらすかは目に見えて

いる。 

 もう一つの反論として、今回のお笑い芸人の母親の

ケースを取り上げる。そもそもお笑い芸人の母親は、

                                                 
9今年 1 月、札幌市白石区で 40 代の姉妹の遺体がマンシ
ョンの一室で見つかった。妹は知的障害を持っており、

姉の収入が 2 人にとっての収入源だった。しかし、姉の

仕事は中々見つからなかった。行政に生活保護を申請し

たところ、まだ働けると追い返された。その後、姉は脳

内出血で倒れ、妹も後を追うように亡くなった事件。 
(詳細：雨宮処凛ブログ

http://www.magazine9.jp/karin/120523/)  
10 日本弁護士連合会『今、ニッポンの生活保護制度はど
うなっているの？』 

自己責任 親族を頼れ 

社会のお世話にな

るべきでない 
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不正受給だったのだろうか。憲法学者である笹沼の整

理11を引用してみたい。笹沼は今回お笑い芸人の母親

の生活保護受給に関して、不正受給ではない、と断言

する。その文言の一部を抜粋する。 

 

 標的になったタレントの母親の保護受給の件

だが、生活保護法によれば不正でも違法でもな

い。不正受給とは、「不実の申請その他不正な

手段により保護を受け、又は他人をして受け」

させることであり、(中略)…他方、高収入の息

子がいるのに保護を受けるのは、違法なのか。

そもそも生活保護法では扶養は保護開始の要

件ではない。保護の開始要件を定めているのは

生活保護法四条一項だが、その要件とは、「保

護は、生活に困窮する者が、その利用し得る資

産、能力その他あらゆるものを、その最低限度

の生活の維持のために活用すること」である。

「民法に定める扶養義務者の扶養」は要件では

なく、保護に「優先」して行われるものとされ

ているだけであり(四条二項)、扶養能力のある

扶養義務者から費用を徴収することができる

だけある(七七条)。 

 

 つまり、扶養義務者の扶

養はあくまでも「優先」さ

れるものであり、「必然」で

はない。たとえば、DV(家

庭内暴力)で逃げてきた女

性ケースや親族と疎遠にな

っている人の場合、もし、

扶養義務者の扶養が「必然」

となれば、所在地が知れて

しまい、再び暴力が繰り返されたり、疎遠者の場合は

噂だけが助長されたりしてしまう可能性がある。 

本当の不正受給とはなにか。当然、お酒を飲んだり、

たばこを吸ったりすることは不正受給ではない。しか

し、こうした行為を「不正」だという意識が絶えない。

不正受給とは、他人名義で保護申請をしたり、虚偽の

                                                 
11 笹沼(2012)『貧困をめぐる妄想と立憲民主政の危機』

「現代思想 特集生活保護のリアル」青土,98－111 頁 

申請で受給を開始したりすることである。 

「自己責任」が社会に蔓延する中、生活保護受給者

は増加の一途をたどっている。そもそも生活保護受給

者の増加の背景は、雇用倫理のモラルハザードである。

雇用はなぜ崩壊したのか。日本社会の雇用問題をみて

いきたい。 

    

◎◎◎◎日本日本日本日本のののの雇用状況雇用状況雇用状況雇用状況    

生活保護受給者増加の要因である雇用。現在、労働

者全体のうち約 40％は非正規雇用である。年々正規雇

用の枠が減らされ、非正規雇用の枠が増大してきてい

る。この流れの始まりは 1985 年の中曽根政権時であ

り、90年代後半の橋本内閣の「6 大改革」12で強まり、

2003 年に入ると小泉内閣においてついに製造業の派

遣労働も解禁された。「モノづくり大国 日本」で製

造業の派遣を導入すれば、多くの人々が不安定な状況

に置かれることは目に見えていた。また最近タクシー

が巷に溢れているのも規制緩和が原因である。労働環

境においても、夜間勤務（たとえば工場でのコンビニ

弁当製造）が増えたり、サービス業（たとえばタクシ

ー、警備員、清掃員など）に従事する人が増えたりと

労働形態が多様化している。つまり、従来のように正

規雇用で働くことは一層難しく、働いても低収入で生

きていくのが困難な不安定な状況である。また、昼夜

を問わず、労働に従事する環境が現在の日本社会の現

状である。 

そもそも安定的な働ける場はますますなくなりつ

つある。「働くこと」が美徳として語られやすい社会

で「働きたいのに働けない人」や「働けない人」の視

点が失われている。 

こうした状況をさらに推し進めたのが、アメリカに

端を発する 2008 年のリーマンショックである。リー

マンショックの影響で多くの工場労働者が解雇され、

2008 年末に年越し派遣村が設置された。現代の不安

定な雇用の現状を物語っている。何よりも問題はリー

マンショックで影響を被った企業は、自らが保有する

内部留保を使用せず、大量の労働者を解雇し、人件費

の削減を徹底し、また正規雇用も例外ではなく、リス

                                                 
12「行政改革」「財政構造改革」「経済構造改革」「金融シ
ステム改革」「社会保障構造改革」「教育改革」 
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トラの対象となった。 

注意しなければならないのは、リーマンショックに

見られるように企業が倒産しかけると公的資金注入

などで助けられるが、企業は労働者を助けない。 

 こうした状況を踏まえたうえで、上の図を見てほし

い。これは、厚生労働省が出している年度別に生活保

護受給者が生活保護開始に至った経緯を示している。 

 2010 年厚労省が出した「福祉行政報告例」による

と、保護開始理由で多いのは、傷病や要介護と並んで、

貯金等の減少、喪失が原因であると挙げられている。

特に、平成 21 年から 22年にかけての割合を見てほし

い。21年度においては保護開始理由に働きによる収入

の減少・喪失がトップにきている。

つまり、これはリーマンショック

後の 2009 年である。ここを見て

も、生活保護受給は生活が怠惰だ

からではなく、雇用の喪失、貯蓄

の減少が生活保護受給の最たる

理由であることがわかる。 

資本の論理で、会社により多くの内部留保を蓄える

ために規制緩和を行っている。つまり、設備投資のた

めに人件費がまず削減されている。会社の存続のため、

グローバル資本主義の競争に勝ち抜くため、と言われ

るがその影響を被るのは末端の人びとである。こうし

た規制緩和の流れは、雇用を破壊し、生活保護受給者

を増加させただけではない。人々の生活そのものを壊

している。生活保護は決して自己責任ではなく、労働

形態の問題である。 

    

◎◎◎◎おわりにおわりにおわりにおわりに    

 生活保護者に対する視線は、依然厳しいと言わざる

をえない。しかし、生活保護費を削減すれば事態はよ

り深刻化するのは目に見えている。政治家にリーダー

シップを求めるのではなく、私たち一人ひとりが生活

保護に対する議論を積み重ねていく必要がある。考え

るべきは、どうすれば生活保護を受給しやすい社会は

生まれるのか、そして労働形態の改善のためになにが

必要か、その 2 つである。私

たちは社会的包摂を考えてい

かなければならない。「自己責

任」ではなく、共助できる社

会を根付かせる一歩を積み重

ねたい。 

 

◎◎◎◎参考文献参考文献参考文献参考文献    

・『現代思想 特集：生活保護

のリアル』青土社、2012 年 

・厚生労働省『福祉行政報告例』、2010年 

・日本弁護士連合会『今、ニッポンの生活保護制度は

どうなっているの？』 

・水島(2012)「生活保護バッシングと BPO を批判す

る」『月刊「創」』12 月号、60－67 頁 
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貧困層貧困層貧困層貧困層のののの拡大拡大拡大拡大    

青山青山青山青山    幸夫幸夫幸夫幸夫     

 

今現在の生活保護受給者数は、210 万人を超え過去

最多となっております。 

バブル崩壊を皮切りに、生活保護受給者数が、年々

増え続け、過去最多となってしまっている状態です。

そんな中、生活保護受給についての問題が、色々とあ

り、大きな問題の一つとして、不正受給というのがあ

ります。 

これは、所得隠しによる不正受給や、暴力団による

不正受給や、生活保護ビジネスとしての不正受給と、

常識では考えられない方法で、受給しようとする人々

が存在するという、現実があります。この様な人達の

行為が原因で、生活保護に関する規制が、強化されて

しまう方向へと、進んでいるのである。 

本当に、生活保護が必要としている人々にも、影響

を及ぼすことにもなっているのです。 

例えば、「扶養義務の強化」という問題で考えると、

生活保護受給の親族には、低所得者など、厳しい環境

に置かれている人が多い傾向にあり、更なる貧困を生

む可能性も考えられる。そして、扶養義務の範囲がと

ても広いのである。生活保護法によると、「民法に定

める扶養義務者の扶養及び他の法律に定める扶助は、

すべてこの法律による保護に優先して行われるもの

とする。」となっており、その民法（八七七条）では、

祖父母・両親、子ども・孫、兄弟・姉妹、そして妻・

夫などは「絶対的扶養義務者」として扶養の義務を負

うことになっています。さらに、家庭裁判所が認めた

場合は、三親等の親族（自分叔父叔母等配偶者の兄

弟・姉妹、叔父・叔母）の扶養義務を負うことになっ

ています。 

こんな事が、強化されて良いのであろうかと、貧困

層を拡大させるのではないのかと、考えさせられる問

題である。 

2012 年 12 月に安部政権が発足し、期待感だけで、

円安株高の状況が連日続き、最近経済対策についてよ

く報道されておりますが、今後、政治家による判断ミ

スで、更なる貧困層を増やさないようにと願いたいで

す。 

夜回夜回夜回夜回りにりにりにりに参参参参加加加加してしてしてして    

片岡片岡片岡片岡    唯唯唯唯     

 

私は夜回りに参加して半年ほど経ちますが、その中

で考えさせられたことがたくさんあるように思いま

す。 

活動に参加し始めた当初は、私は「支援＝物品を渡

す」という考え方をしていました。私だけでなく、「夜

回り、野宿者支援」と聞くとそういったイメージを持

っている方が多いのではないかと思います。しかし実

際に夜回りに行くにつれて、もちろんおにぎりやパン

等もお渡しするのですが、それだけでなく、野宿者の

方とのコミュニケーションを大切にしなければなら

ないのだと考えるようになりました。寒いときは大変

ですが、野宿者の方といろいろな世間話をしたり、お

話を聞いたりするのが夜回りの楽しみになっていま

す。また、お話をする中で、襲撃があったこと、仕事

のこと、体調のこと…と大切なお話を聞くこともあり、

夜回りの度にコミュニケーションの大切さを感じて

います。 

また、夜回りに参加するようになってから気になっ

たのが周囲の人が持つ野宿者の方々への印象です。夜

回りに行く、と言うと多くの人から「危なくないん？」

と言われますし、「汚いやろうから気を付けや」とも

言われたことがあります。多くの人がこのような「野

宿者＝不潔、危険」という考えを持っているのではな

いでしょうか。正直に言うと、私自身も参加する前は

これに近いイメージを持っていました。しかし、実際

に会い、話をしてみるとそうではない人がほとんどで

あることに気付くし、こういったイメージが野宿者へ

の襲撃につながっているのかとも思いました。 

これからも夜回りに参加し、よりたくさんの知識や

経験を得ることができればいいなと思っています。 

 

３. 参加者の感想・意見 
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自分自分自分自分とととと夜回夜回夜回夜回りりりり    

臺臺臺臺    信一郎信一郎信一郎信一郎     

                            

なんだか中学校の作文のタイトルみたいですね、こ

れ。今年大学を卒業することになり、来年からも夜回

りを続けられるのかよくわからないので、これまで夜

回りをしてきて感じたことを書いてみようと思いま

す。 

就活の面接などでよく聞かれること。「なぜ野宿し

ている人に関わる活動をしているのですか。」「そこで

どんなことを学びましたか。」最初は戸惑った。夜回

りが自分のライフワークみたいになりだして、こうい

うことをあまり掘り下げて考えてこなかった。知り合

いの人が訪問先にいて、その人が元気かどうか気にな

るから。襲撃や追い立て、病気など、「何かあった時

に繋がれる」関係でいたいから。自分の実感を言葉に

してみる作業は、「夜回りって何だろう」ということ

を自分の中で整理する作業だった。 

 「何かあった時につながれる」関係であるために、

「何もない時につながろう」ということは、セクハラ

の問題が起こったときに学んだ。被害を受けた人がそ

れを自分で言わなければならないしんどさ。やっと口

に出したそのしんどさが理解されず、またセクハラを

した人を擁護するような発言で二次被害、三次被害が

生まれる…。セクハラ、ハラスメントが何なのか全然

わかってなかった。誰かが嫌な思い、辛い思いをして

から考えては遅いこと。ハラスメントのことだけじゃ

ないけど、普段からみんなでこういうことについて考

えて共有するって本当に大事だなと思います。〈未了〉 

 

もやもやともやもやともやもやともやもやと生活生活生活生活のののの天秤天秤天秤天秤*    

鍋谷鍋谷鍋谷鍋谷    美子美子美子美子     

もやもや。 

 いろいろなことがまさに靄靄
もやもや

したまま、生活がすす

んでいる。私のもやもやは、ごく個人的なことだけれ

ど、とても今の社会状況に左右されている。 

 放射能について考える。人間関係について考える。

性暴力について考える。食べたり飲んだり喋ったり泊

まったり止まったりしながらいつも考えている。と同

時にいつも考えてない。忘れたい、と思い忘れている

瞬間だらけ。全部、日常で、暮らしで、生きるために

必要なこと。 

 夜回りやきずな事業で、野宿や生活保護や貧乏につ

いて考えているときも、ぶつかる、いくつもの悩み。

それらが解決されたり、良くなるかもしれないという

希望がないかぎり、このもやもやは消えないし、それ

を抱えたまま生きていくんだろうと思う。一つ一つ切

実で、すぐに答えも出ないし、どうすれば一番いいの

かは分からない。しかも世の中的には、悪くなってい

っている。こんな状態で、現在、今までで生きてきた

中で一番長時間の賃労働をして、暮らしている。 

 あぁ、疲れているなぁ（報告書編集作業が終わらな

いからもある…）。休まなきゃ、と思うんだけど。な

んだかんだ、ほそぼそと、夜回りは続けている。長く

なったものだなぁ。夜回りで会うみんなの、とくに S

さんの、ちょっと面白い話が、沁みる、今日この頃。 

 

*「愛と放射能の天秤」 

今あたまにこびりついて離れないことば。読みたいと

思っている本。チェルノブイリの子どもたちの保養に

関わっている人たちのつくった本です。まだ読んでな

いんだけど、とにかくすごい天秤だ。あたしの生活も

天秤で成り立ってるのではないか、と思ってこのタイ

トルを拝借。 

 

専門選専門選専門選専門選びとびとびとびと疲疲疲疲れるというれるというれるというれるという話話話話    

西野西野西野西野    和和和和     

    

 最初に、名前からわかりにくいですが私は女ですの

でそのつもりで。 

今年で初めて来てから２年、次の４月で三年目にな

ります（いつのまにか）。思い返してみると、この夜

回り準備会ではいろいろ学ばせてもらったなぁと。た

だ普通に生活しているだけでは気づかなかったこと

ほんとにすごくたくさんあったと思う。 

研究室を選ぶときとか、何に就職したいかとかもす

ごく影響されたと思う。私は医療系の学生ですが、衛
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生科学研究室にしました。医療にアクセスできない人、

気づいたときにはかなりやばい状況、治療の必要性に

気づいていない人がたくさんいるというのを目にし

た？知ったから「健康を守る」「病気になる前に、医

療にかからなくて済むように」という分野、衛生科学

を選んだ。就職も、「医療」というよりか「健康を守

る」職業につきたいと思ってる。 

 

それから、今回私が書いた原稿、こんな長くなる予

定もなかったしこんな詳しい予定もなかった。最初は

短い 1、2 ページ分くらいのもんだったのが、「これも

ある」「あれもある」「これもかいとくといい」と意見

をもらったり思いつくうちにどんどん増え、結果何ペ

ージにも渡る原稿となった。最初はかなりふわふわし

たなんとなくした内容だったが、ちゃんと固まって、

自分の専門とあわせてかけて面白かったし勉強にな

った。 

 

そして夜回り行きたくないなーと思うことがちょ

いちょいある。体力的なものではなく、気分として。

なんでかなーって考えるもののかなり漠然としてい

てよくわからない。ただ考えたところ言えることはあ

るのがわかった。 

まず、やっぱり根源的には、人目のないところで夜

の暗い時間帯に 50-60代男性としゃべるというのが疲

れるんじゃないかと。野宿しているとかそういうのの

前にそれがあって、昼間の明るい時間帯に人と会うの

とは全然違う疲れがある。暗い/人目につかない場所と

いうのは相当信頼している人とじゃないと安心して

一緒にいれないものだと思う。会える時間とか考える

と活動はどうしても夜になってしまうんだけど。そし

てしゃべるということに関しても、気の合う友達とい

うわけではないから人見知りの私としては疲れるん

ではないかと。どれくらいの感じで話せばいいか掴み

きれてない。（ ◔̯◔） 

と書いてみると２年前に書いたことと変わってい

ないなと思ってわらった。しばらくやってたら変わる

かと当時は思ったけどあんまり変わらんのですね。 

と、まとまりがなくどこにも着地せず感想文終わり

ます。 

ズタバラズタバラズタバラズタバラ    

野々村野々村野々村野々村    耀耀耀耀     

    

僕が初めて神戸に住んだのは、1960 年代の終わり

でした。それまで、僕は神戸のことを知らなかった。

何となく知っていたのは、港町、外国航路の船がやっ

てくるおしゃれな町、西洋に開かれた，ハイカラなと

ころ，異人館、スマート等といったイメージしかもっ

ていなかった。その神戸に来て僕が住むことになった

のは、昔賀川豊彦が活動していたという、三宮からあ

まり離れていない貧しい人の住む地域だった。トイレ

や水道のない小さなバラックに何人もの人がひしめ

き合うようにすみ、子供は学校の本を広げるスペース

のないような状況だった。港のはしけ溜りには、はし

けがぎっしり並んでいて、そこで人々が暮らしていた

し、大きな差別された地域もあり、しばらくはハイカ

ラな神戸と、それに似つかわしくないこの貧しさのギ

ャップに唖然としていた。 

学生の頃に読んだある本のことを思いだした。人が

見知らぬ街にやってくる。初めは、個々のものが目に

留まる。あの建物この建物がバラバラに見える。しば

らくすると、その町の仕組み、構造がわかってくる。

ここには官庁街がある。こちらには住宅街がある。工

場はこちらにある。そういう構造を理解した時に、そ

の町を知ったことになる。というようなことが書いて

あったような気がする。これは町のことではなく、物

を知るということを言っているのだった。 

神戸の美しい山手やハイカラな街の風景とスラム

の光景は、チグハグなように思えた．みすぼらしく貧

しい人たちの労働が美しい、洗練された上流の人々の

暮らしを支えていると思えはちぐはぐなのではなく、

似合わないのでもない。まさにこちらがあるからあち

らがあるという関係なのだ。あれとこれを、バラバラ

に思うのは、間違いなのだ。 

 

けれども、今は、そのように仕組みに眼を凝らして、

考えることが少ないように思える。 

生活保護バッシングでも指摘しているが、人件費を

安くするために労働者を切り捨て、生活できなくなっ
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た人が生活保護を申請せざるを得なくなっているの

だから、解決するには、雇用を保証することが必要な

のに、そのことには目を向けないで、保護を受ける人

数が増えた。何とかせねばならない。保護費を切り下

げよ、厳しく取り締まれ、などという声がマスコミに

あふれる。 

 

 福島の原発事故やその後の対策に関して、水俣病の

教訓が生かされていないという声があった。映画監督

の熊谷博子さんは「むかし原発、いま炭鉱」という本

を書いた。「2011 年 3 月 11 日以降、それまでは裏に

隠されて見えなかったものが明らかにつながるよう

になった。・・・・今回の原発事故で見た光景は、私

がかつて炭鉱の出来事として知っていたこととあま

りに似ていた。」「日本を動かすエネルギーを掘り、作

り出してきた末端の労働者たちが、国の政策の中で翻

弄されている。そして炭鉱は廃鉱になり、原発は廃炉

になる。そう思いながら、日々流される記者会見を見

ていた時にはっとした。『そのままなのだ。』情報を隠

して出さない今の政府を当時の政府に、電力会社を鉱

山会社に、マスコミ等で安全を主張、解説をする原子

力工学や医学の専門家たちを、当時の政府調査団の団

長ら、御用学者と言われた鉱山学者たちに置き換える

だけでいい。必死に作業する原発労働者と、炭鉱労働

者が重なる。炭塵爆発事故の時の原因隠しとまるで同

じだ。人命や健康や安全性よりも経済を優先し、原因

究明も進まず、修復もできないうちから原子力発電を

早く再開し、輸出までしようとする人々の姿も。」 

      
 沢山のことが、ずたずたになり、ばらばらに取り上

げられているが、そろそろ、仕組み、構造を考えない

と、何も変えられないと思えてならない。 

 

夜回夜回夜回夜回りりりり感想文感想文感想文感想文    

長谷川長谷川長谷川長谷川    益大益大益大益大     

    

 ちょうど昨年の今頃だったと思いますが、初めての

夜回りも寒い中行きました。三宮や大阪の夜回りに行

ったこともありますが、出会う人が他に比べ少ないせ

いか、ここの夜回りは一人一人しっかりとお話できる

ように感じました。また、お会いする方々のお名前と

お顔も覚えやすかったです。他の夜回りをしていて思

うのが、野宿者の方には自分のことなんかみんなから

忘れ去れてもいいと仰る方が大勢います。それでも、

そこに生きる大切な、同じまちの人として今後も夜回

りのなかで接していきたいです。 

 

人人人人とのつながりとのつながりとのつながりとのつながり 

藤原藤原藤原藤原    尚樹尚樹尚樹尚樹     

    

 夜回りの車を降りると寒風に身震いした。神戸とは

いえ、夜中は冷え込む。うっすらと街灯が照らす高架

下のベンチに目をやると、Sさんがいることを確認で

きた。「こんばんは」と話しかけると、体を丸めた S

さんは目深にかぶった帽子を直しながら「こんばん

は」と応えてくれた。Sさんの手荷物はわずか。鼻を

すすりながら笑みをこぼす。 

 Sさんとは Aコースの夜回りで出会った。Sさんは

夜回りのとき、いつも同じベンチに座って待っていて

くれる。 

なぜ私がSさんを取り上げて、夜回りの感想文を書

くのか。Sさんと出会うとき、なぜか他の人たちとは

違うものを感じるからだ。そのことを多くの人に伝え

たい。 

他の人と比べ、S さんは多くを語らない。特にS さ

んから友人や知り合いについて話す言葉を聞くこと

はない。いつも夜回りで出会う人たちは、誰かしかに

ついて話してくれる。「○○さんは元気にしてる？」

「近所の人が毛布預かってくれてね。助かっている

よ。」「この前、知り合いと○○に行ってね。△△を見

てきたよ」といった具合に。会話のなかでいつも耳に
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する言葉である。だが、S さんからそういった類の言

葉を聞いたことがない。もちろん無理に話を聞こうと

は思わない。話すか話さないかは、自由だ。夜回りで

会えるだけでもいい。しかし、他の人たちが嬉しそう

に語ってくれる、人との関わりを感じる言葉がS さん

からは出てこない。 

 S さんは、若い。正確な年齢は定かではないが、夜

回りで出会う人たちの中で一番若い。おそらく 30 代

か 40 代前半だろう。S さんの過去はわからない。し

かし、以前は多くの人とつながりがあったのではない

だろうか。あくまで推測で、確かなことは言えない。

しかし、誰もが生まれた地で、学校で、職場で、そし

て地域で人とのつながりが多かれ少なかれあるので

はないだろうか。 

いま、野宿を強いられる人たちは、高齢者に限らな

い。メディアの情報で知る野宿者の現状や炊き出しで

触れ合う人びとは高齢者が多いが、若者が野宿を強い

られる現状も深刻化している。はっきりとは目に見え

ないだけである。 

若者なら仕事がある、と思われるかもしれない。し

かし、それは違う。仕事を得るためには、さまざまな

「条件」がいる。たとえば、住居を持っていること。

履歴書に書くためには、必要なことである。 

また、何よりも親との関係が重要になる。実家で暮

らすことができない状況であったり、そもそも親との

縁が切れていたりする場合、多くの若者は友人の家を

頼ったり、ネットカフェやマクドナルドで過ごしたり

しなければならない。路上で寝る若者もいるが、多く

はネットカフェやマクドナルドで過ごす。 

以前、公園で暮らすM さんと話をしたとき、「こう

いう立場であることは、人に知られたくないもんや」

と言われた。野宿を強いられるということは、生活を

奪われるだけではない。人とのつながりを奪われる。

新しくつながりを築く人もいる。だが、すべての人が

もう一度、人とのつながりを築けるわけではない。 

たとえ友人がいても、次第にネットカフェやマクド

ナルドで夜を明かすことが多くなる。日本社会の貧困

はますます目に見えにくくなっている。ある報道で、

野宿者の数が減少していると報じていたが、それはた

だ野宿者の姿がネットカフェやマクドナルドの中に

隠され、目に見えにくくなっているだけである。野宿

者の問題はますます深刻化している。また、ネットカ

フェやマクドナルドで働いている人びとも不安定な

状況である。貧困という問題の根は深い。 

 夜回りに参加して、一年が過ぎた。夜回りに参加す

るとき、だれかを助けよう、支援しようとはなるべく

思わないようにしている。そもそも支援する、支援さ

れる、その両方の立場を好まないからだ。同じ時代に

生きる人とつながりを持ちたい。そのこころを絶やさ

ずにこれからも続けていきたい。ネットカフェやマク

ドナルドに頼る社会ではなく、人に頼れる社会である

ために。 

 

自分自分自分自分のののの働働働働きききき方方方方からからからから考考考考えるえるえるえる    

    

中村中村中村中村    祥規祥規祥規祥規  

 

今の会社に勤めるようになって、約３年になる。入

社した時点である程度承知はしていたものの、やはり

労働時間は長い。夜回りにも参加する機会も、すっか

り少なくなってしまった。 

退勤時間は、早くて 8時、10時を過ぎることも少

なくないという感じなので、平均すれば 9時くらいだ

ろうか。もっとも、8時以降にも、取引先の会社から

も当たり前のように電話がかかってくるので、そんな

に珍しい話ではないのかもしれない。 

仕事の拘束時間が長くなってしんどいのは、体力的

なこともそうだが、それ以上に、会社以外の人間関係

からどんどん遠ざかっていくことだ。労働時間がピー

ク時で月 300時間を超えていた昨年の夏ごろは、会社

以外での人との会話が、ほとんどなかったように思う。

平日の帰宅は深夜＋休日出勤が必要かどうかも直前

にならないとわからない、という状況なので、休日に

誰かと会う予定を入れるのも難しい。そうなると、い

きおい誰とも会わなくなる。 

この状況は、よくない。まず、外部との接点がない

ので、気持ちを切り替えるタイミングがなくなってし

まう。そして、それ以上に大きいのは、その人がどれ

くらい疲弊しているのかが、周囲からまったく見えな
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くなってしまうことだ。誤解を恐れずに言えば、誰に

も会わないのだから、他人にとっては「いない」のと

同じとも言える。 

僕の場合は繁閑の差がわりと大きい職場なので、ピ

ークを過ぎれば比較的ましにはなったが、この状況を

３か月とか６か月とか続けることを考えると、本当に

ぞっとする。その頃にはおそらく、プライベートな人

間関係は、かなり断絶した状況にある。そうなると、

誰かに相談しようにも、相談できるような人間関係そ

のものがなくなっているだろう。過労で人が倒れたり、

死んだりするニュースも、すっかり珍しくなくなった

けれど、そんなに遠いところでの話ではないというの

は、ありありとした実感がある。 

といって、そういう状況から「降りる」のも、それ

ほど簡単なことではないなとも思う。労働力をグロー

バルに調達するようになった今の社会と、それほど高

いとは言えない自分のエンプロイアビリティ（雇用さ

れうる能力）とを合わせて考えると、経験値を積み重

ねる機会をセーブすることには、やはり躊躇がある。

ワーク・ライフ・バランスとはいうものの、労働市場

が「市場」そのものであり、企業が経済合理性で動い

ている以上、それを享受するためには、労働力として

「価値がある」ことが不可欠だ。「価値がある」働き

手であれば、ワーク・ライフ・バランスにも会社はこ

ぞって配慮するし、その逆も然りだ。結局、自分の労

働力としての市場価値によって、「バランス」の内実

も変わってくるんだなと思う。 

夜回りとはずいぶんかけ離れた、個人的な話になっ

てしまった。ただ、こんなことを考えるときの土壌に、

夜回りでの活動や仲間の存在があることは間違いな

いので、ほそぼそとでも、これからも関わり続けられ

ればと思う。何より、僕自身のセーフティネットとい

っていい場でもあるので。 
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用語解説 

 

★1 【一斉夜回り】 

神戸市内で夜回りをしているいくつかのグループが一斉に（同じ日の同じ時間帯に）野宿している

人の数を目視で数えること。1999 年から毎年一度行ってきた。最初は行政の調査数（施策の根拠

になる）が、夜回りの実感とあまりに違うので対抗的に始まったが、最近はほとんど同じになって

きた。 

 

★2 【神戸冬の家】 

阪神淡路大震災のあった１９９５年の秋、「神戸の冬を考える会」（のちに「支える会」）が被災

者支援の対象にならない等この冬を越すのに困っている人の相談活動のため市役所の南の公園に相

談テントを建てた。テントに泊まって毎日話し合いをし、更生センターの定員を増やすことなど、

身の振り方について市に求め、２７日間の越年を終えた。今後も話し合い・情報交換を続けたいと、

しばらくは月一回仲間の集いを続けていたが、現在はなかなかできていない。 

９６年以降は、毎年、役所の閉じている１２月２８日－１月４日をはさんで１０日間ほど、「冬の

家」を継続している。現在は宿泊はないが、昼食の炊き出し、相談活動（生活、法律、健康など）、

散髪、ゲーム、亡くなった仲間の追悼などを行っている。参加者で神戸市保健福祉局に年始のあい

さつ（野宿者対策の拡充要求）が恒例化している。 

 

★3 【カトリックの社会活動神戸センター】 

カトリック大阪大司教区は阪神淡路大震災の救援活動を継承するものとして、被災者支援や、野宿

者支援等を継続する場として、神戸市中央教会に「カトリック社会活動神戸センター」設置した。

センター内に「交流部屋」を設け洗濯やシャワーのサービスを提供し、週 3 回の炊き出し、医療を

含む様々な相談活動等々を行っている。 

 

★4 【神戸の冬を支える会】  

阪神淡路大震災の時に野宿している人が救援の対象にならなかったことから、いくつかの被災者支

援グループが野宿している人を支援する活動を始めた。活動を一時的なものにしないために神戸の

冬を支える会を立ち上げ、連絡組織になった。2004 年 9 月 21 日に NPO 法人格を取得した。 

 

★5 【貧困ビジネス】 

貧困ビジネスの多くは「社会的企業」（社会問題の解決をめざし、社会貢献と企業の利益の両立を

目指す）を装っているが、「解決」でなく社会問題の固定化により利益を上げている。・・という

ような定義もあるが、貧しい人の弱みに付け込んで、金融、労働、住まいそのほか様々な分野で、

違法な悪どいやり方で利益を貪り、規制されると形を変えていく。 

不当な高利を取る金融会社。住まいがないために生活保護を受けにくい人を住まわせて、保護費

の大半を巻き上げる NPO。連帯保証人がない人のために、保証をするが、家賃滞納があるとすぐに
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追い出すなど違法を行う会社。労働基準法に保障された権利を無視して残業代を支払わず、組合活

動を認めない、違法な派遣や偽装請負をする、それを利用する・・・。 本来保障されるべきこと

が保障されていれば、誰も「貧困ビジネス」など利用しない。その意味で「貧困ビジネス」は、規

制緩和を進める政府と共犯関係にある。 

 

★6 【更生援護相談所と更生センター】 

神戸以西には類似の施設はないと言われる。 

(1)更生援護相談所：更生援護相談所という社会福祉法に基づく神戸市立の一時宿泊施設である。夕

方記名すれば無料で宿泊できる。朝 8 時ごろには出なければならない。ただ、雨の日または病気で

あれば、昼間もいることができる。1 日にパン 1 個が提供される。シャワー・入浴は人数にもよる

が、１週間に一度くらい。2 段ベッドなどで 80 床ほどある。更生センターと同一の建物内にある

ため間違われやすい。 

(2)更生センター：神戸市が生活保護法に基づいて設立した更生施設で、現在は住むところのない男

性が入る施設。一泊・二泊の単位ではなく一度入所するとしばらくいられる（期間は一人一人相談）。

畳 2 枚程度の空間が占有でき、3 度の食事が提供され、週 2 回入浴できる。定員 50 名。更生援

護相談所と同一の建物内にあるため、間違われやすい。 

 

★7 【福祉事務所長委任規則】 

神戸市においては、首長の生活保護に関する権限を福祉事務所長に委ねるにあたって、保護の決定

などといった事項について（ホームレスを除く）と規定しているため、住む家のない人が福祉事務

所に申請に行っても受け付けられない。ただし、現在はきずな事業が奇妙なかたちでこれを補完し

ている。 

きずな事業に関しては p19『2-2.神戸市と「ホームレス」対策 その後』を参照。 

 

 

★8 【ケースワーカー（CW）】 

ケースワーカーとは福祉事務所で現業を行う職員の通称。現業員とは相談援助の第一線で働く職員

のことで、生活保護だけではなく、障害者や児童、高齢者の相談業務を担当する職員も含まれる。

通称だから本来なら役所内での言葉で終わりそうだが、行政機関で福祉関係の相談業務に従事する

人数が相対的に多いため「福祉を中心に生活の相談にのる人」の通り名として一般的に使われるよ

うになっている。 

 

福祉事務所長委任規則 

市長の権限に属する事務を福祉事務所長に委任する。 

 (4) 生活保護法(昭和 25年法律第 144号)第 19 条第 4 項の規定により委任するもの(ホームレス

に関する権限を除く。) 

ア 申請又は職権による保護の開始及び変更に関すること(第 24 条，第 25 条)。 

イ 保護の停止及び廃止に関すること(第 26 条)。 
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★9 【保証会社・家賃保証会社】 

賃貸住宅の連帯保証人を代行する会社。家賃滞納などをした場合借り手のかわりに保障会社が代わ

りに家賃などを支払う。その後滞納家賃の回収を行う際、違法な取り立てや強制退去が行われ問題

になっている。 

 

★10 【ＭＳＷ】 

医療ソーシャルワーカー（MSW: Medical Social Worker）とは、保健医療分野のソーシャルワー

カーであり、主に病院において「患者等が、自立して暮らせるよう、社会福祉の立場から、患者や

家族の抱える様々な問題の解決・調整を援助し、社会復帰の促進を図る」専門職のこと。 

 

★11 【院内処方】 

医薬分業が進められ、患者は処方箋を持って調剤薬局に行き、薬を買うことが普通になってきたが、

従来通り病院内で薬を処方してもらうことを院内処方といいます。 

 

★12 【寄せ屋】 

ここでは大きな廃品回収業者のこと。個々人が集めたものを買い取ってくれる。 

 

★13 【非正規雇用】 

いわゆる「正規雇用」以外の雇用。給与が少ない（例：単位時間当たりの給与が低い、退職金、ボ

ーナス、昇給がない）、雇用が不安定（例：有期雇用）、能力開発の機会に乏しい、就労を重ねて

も知識・技能・技術の蓄積されない、といった雇用形態を総称する。 有期契約労働者、派遣労働者、

パートタイム労働者のいずれか 1 つ以上に該当するような労働者の雇用を指すことが一般的。日本

では、「パートタイマー」「アルバイト」「契約社員」「派遣社員」と呼ばれるような職員の雇用

が非正規雇用になる。 

 

★14 【ワン・ストップ・サービス】 

一度の手続きで、必要とする関連作業をすべて完了させられるよう

に設計されたサービス。特に、様々な行政手続きをいっぺんに行え

る「ワンストップ行政サービス」のことを指す場合が多い。生活保

護は福祉事務所、仕事探しはハローワーク、住居についてはまた別

で、と、すでに全てを失っている人がいろいろなところをまわって

動かなければいけないのが現在の制度だが、それをしなくていいよ

うに、制度の窓口を一つにつなぐように考えられたやり方。ワン・

ストップ・サービス・デイなどの行政の取り組みもできつつある。 

 

その制度の担当部署は別

になりますので、そちらに

行ってください。 



37 
 

神戸ＹＷＣＡ夜回り準備会　2011年度会計報告
（2011年4月1日～2012年3月31日）

【収入】 【支出】

項目 金額 備考 項目 金額 備考
寄付金 306662 52件 車両費 11100 燃料費、駐車料等

助成金 189000
ＮＨＫ歳末助け合い義援
金160000円、ボランタ
リー基金29000円

物品費 83347

炊き出し食材費（越
冬）、下着、蚊取り線
香、カイロ、医薬品、
コーヒー等

印刷製本費 119070 活動報告書印刷費

通信費 42684
報告書発送費、振込手数
料等

支払寄付金 40000
神戸冬の家・越年越冬活
動に協賛

管理費 199461 分室維持管理・人件費等

合計 495662 合計 495662

 

寄附・寄贈報告 

（自：2012 年 2 月 1 日～至：2013 年 1 月 31 日、敬称略） 

青 山 幸 夫  東 昌 宏  飯 濱 玲 子  井 上 み ち 子  岩 崎 滋  大 竹 胖  岡 田 有 生  片 山 恵  

加 納 功  菊 池 夏 野  金 永 治  桑 野 洋 子  小 泉 浩  後 藤 安 子  鈴 木 孝 子  

鄭 秀 珠 ・ 下 田 隆 清 ・ 由 楽  塚 原 久 雄  津 村 正 敏  長 澤 毅  二 宮 百 合 子  西 山 秀 樹  

林 祐 介  東 根 順 子  飛 田 雄 一  中 瀬 清 徳  中 西 裕 三  中 村 慶 三  西 島 明 子  

野 々 村 耀  藤 井 （ 山 本 ）か え 子  牧 野 哲  正 木 紀 通  松 枝 佳宏  三 島 孝 子  宮田 泰 子 

村上美津子 山村ちずえ 横林賢二 吉田英二 米岡忠之 明石ベテル教会 ほか匿名３名 

 

毎年育てた牛のお肉を送ってくれている小泉さん、りんごを送ってくれる吉田さんをはじめ、金銭

面や物資の面で、多くの方からカンパをいただきました。ありがとうございました。 

また、第 4 土曜の夜回り前に美味しいおにぎりを握ってくれている、山本容子さん、宮地京子さん、

いつもありがとうございます。 

万一、お名前の漏れや間違いなどありましたら、ご一報いただけるとありがたいです。 

 

【編集後記】 

★編集の作業としては、「暇な人が全くいない！」という状況。社会人メンバーは仕事だし、学生

メンバーも大事な試験や進路のことでバタバタ…。私の試験が終わって編集は遅いスタート。でも

それぞれの原稿はみんな忙しいながらもそれぞれ自分の専門や経験から書いた力作で、みんなで叩

き合って素晴らしい報告書に仕上がりました。今号は活動の事を詳しく書いていたり、法律のこと

や制度の事をその実際と共に詳しく書いてあって、読み応えあり。私たち自身も文章にして整理し

てとても勉強になりました。みなさんのご意見・ご感想ぜひお寄せください。（西野） 

 

※※※※  今号今号今号今号のののの報告書報告書報告書報告書はははは、「、「、「、「24年度年度年度年度 NHK歳末助歳末助歳末助歳末助けけけけ合合合合いいいい義援金義援金義援金義援金」」」」のののの助成助成助成助成をををを受受受受けてつくりましたけてつくりましたけてつくりましたけてつくりました。。。。 
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《《《《参加者募集参加者募集参加者募集参加者募集していますしていますしていますしています！》！》！》！》夜回夜回夜回夜回りやりやりやりや病院訪問病院訪問病院訪問病院訪問などになどになどになどに参加参加参加参加したいというしたいというしたいというしたいという方方方方はははは、、、、上上上上のののの連絡先連絡先連絡先連絡先までごまでごまでごまでご連絡連絡連絡連絡くださいくださいくださいください。。。。    


